


(i群馬県モーターボート競走会 

競技棟全景 

1 ーソH，・ JJI 'hどJ, ' J ""'，ノら」／ プJソ，' '', 

システムも近代化、おもしろい競走へGo! 

群馬県競走会 

しかしその後、死亡事故、整備違反、紛争 

事件等が、相次いで発生するのである。 

このため当競走会は、その反省と競技体制 

のより万全を期して、ボートの安定板・サイ 

ドプレートの取付、従事員の訓練、総合警備 

訓練、研修会、救助訓練等を実施し、事故防 

止に全力を尽くしていった。 

当競走会独自の試みとしては、昭和55年か 

ら実施している「鳴門、桐生提携記念」のほ 

か、63年には「大塚製薬杯競走」を創設、好 

評裡に開催している。 

念願であった競技棟が完成した平成2年、 

内部システムも近代化され、競技運営にも万 

全の体制が敷かれた。レース面においても、 

3Pボート、New-1Pボートを採用してその 

多様化を図り、「迫力のある、おもしろい競走」 

を目指している。 

公営競技全般の売上が低迷しはじめた昭和 

56年頃は、桐生市自体、地場産業の不振をは 

じめその経済環境は必ずしも良くない状況に 

あった。こうした背景のもと「桐生ボート」 

も、昭和55年をピークとして、売上は下降線 

を辿りはじめる。 

昭和57年、群馬県競走会は今後の売上低迷 

を予想して、笹川尭新会長のもと関係団体と 

の懇談会を開催。役職員一丸となって諸施策 

を検討し、実施していったo 

主な施策としては、三山寮の増改築により 

選手の生活環境を一段と向上、事務局をレー 

ス場に移転して経費の節約と事務能率の向上 

に努める、などがある。 

また、同57年からは毎年「フアン感謝納涼 

花火大会」を開催O 場内にイベントステージ 

ならびに水上ステージを設けて、各種イベン 

トを行う。さらには、場内テレビの二元イL. 

電話投票の実施、岩宿駅からの無料タクシー 

の実施等、フアンサービスとモーターボート 

競走のPRにも努めた。 

ファンクラブカ槍り設されたのもこの年で、 

これとともに会員の獲得増員、モニター会員 

懇談会、見学会、チャリティ即売会等をも実 

施する。また、昭和37年から行っている歳末 

助け合い運動では、桐生市および周辺の老人 

ホームや養護施設など、12施設を慰問してい 

る o 

これらの努力が実ってか、この年、昭和57 

年には「全国スタート事故防止第1位」に、 

次いで昭和59年には「人身無事故表彰」を受 

けた。 
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競走会構成員の年度別推移 

「～～き遮～ 
昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 
~ 

~ 

会 貝 102 102 107 107 107 107 102 102 101 100 

役 員（常勤・非常勤） 13 12 13 13 13 13 13 13 13 14 

職 員（含 嘱 託） 33 31 32 31 30 30 32 30 30 26 

臨時従業員（アルバイト） 31 31 31 32 26 27 25 24 26 26 

登 録 審 判 員 10 10 11 11 11 12 13 10 10 10 

登 録 検 査 員 10 10 10 11 11 11 12 10 10 11 

歴代会長 

代 会 長 名 任 期 代 会 長 名 任 期 

2 笹 川 了 平 S29年7月～56年8月 3 笹 川 尭 S57年5月～現 在 

〔略 歴〕 

箕面学園、信用金庫理事長 

（株）大阪日日新聞社主、紺綬 

褒章受賞、運輸大臣表彰 

歴代役員 

〔略 歴〕 

衆議員議員 

献血供給一三‘寸会長 

ェイズ予防財団理事 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

轟桐生競走場正門 

代 副会長名 任 期 

7 橋場利 蔵 s51年5月～56年3月 

8 笹 川 勝 正 S58年1月～現 在 

代 専務理事名 任 期 

5 上 田 芳 道 s51年5月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S56. 2 . 6 

7 .10 

8 .17 

10.12 

~ 0 .24 

12.14 

12.16 

第26回関東地区モーターボート選手権競走開催 

第1回鳴門、桐生親善都市提携記念競走開催 

笹川了平会長退任、上田専務理事会長代行 

フアンサービス、 ドラえもん公演（桐生産文会館） 

選手宿舎、三山寮新館完成 

新スタンド増築落成式典 

シングルュニット式発売機全面切り替え 

S57. I .21 

2 .2 

4 .15 

5 .13 

5 .14 

8 .28 

~ 0. 7 

10.13 

1 1 .6 

選手宿舎、三山寮本館改築竣工 

56年スタート事故防止運動第1位受賞 

前競走会会長、笹川了平氏逝去 

施設改善記念特別競走開催 

笹川 尭会長就任 

フアンサービス第1回納涼花火大会を開催 

第29回全日本モーターボート選手権競走開催 

桐生ボートフアンクラブ発足 

事務局競走場へ移転 

S58. 4 .29 

9 .21 

9 .22 

1 1 .3 

osP 桐生グランプリ開催 

桐生競走場で全国技術連絡会議開催 

3P ボート登場（1日lR ) 

競艇関係団体運動会 

S59. 3 .23 

7 .22 

8 .4 

12.17 

12.26 

第1回フアンモニター懇談会開催 

水着撮影会実施 

11 R 制採用、新型3Pボート登場（1日lR ) 

場内テレビ2元化放映開始 

第1回群馬テレビ、県内公営競技プロ選手カラオケ大会参加 

S60. 5 .25 

6 . 1 

8 .7 

8 .13 

9 .10 

~ 0 .26 

I I . I 

12. 7 

昭和59年度人身無事故表彰受賞 

第1回オール女子競走開催 

フアンサービスイべント用水上ステージ設置 

投票所本館窓口全面改修 

戸田フアンクラブ会員観戦ッアー受入（以後毎年） 

勝舟投票券単複自動発売機設置 

公営競技場より暴力団、のみや等追放運動開始 

払戻機の全面導入 

S61. 2 .6 第30回関東地区モーターボート選手権競走開催 

群馬県競走会 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

S61. 6 .27 

8 .7 

~ 0. 9 

10.31 

展示タイムの公表 

桐生祭り、仮装パレードに参加 

第33回全日本モーターボート選手権競走開催 

場内監視カメラ全面改修 

S62. 5 . I 

9 .4 

9 .26 

桐生市、大沢善隆市長就任 

安部邦男、高峰孝三両選手の整備違反発覚 

競技事故防止の安全祈願 

S63. 3 .25 

4 . 1 

5 . 1 

5 .21 

6 .17 

6 .24 

8 .30 

9 .4 

1 1 .3 

12. 3 

Newl P 公開テスト 

財団法人競艇保安協会関東支所、桐生競走場開設 

イべント広場、特設ステージ開設 

笠懸村、森田満蔵村長就任 

第1回企業杯競走開催（大塚製薬杯） 

貴田宏一選手の失格板誤認により一部フアン抗】議 

3P ボートさよならレース 

彦坂郁雄選手の整備違反発覚 

最低重量制度開始 

電話投票開始 

S64. I . 6 清水正博選手事故死 

H元．4 .8 

6 .4 

8 .7 

9 .12 

1 1 .19 

第1回’89新鋭リーグ戦競走第5戦開催 

第1回レデイスボートサークル開催 

競技棟、地鎮祭 

フアンクラブ本栖研修所見学 

第1回フオルクスワーゲン、ジムカーナー開催 

H 2 . 3 .12 

6 .2 

7 .17 

8 .31 

9 .14 
，喜‘ン：、，:1』寿l葬『，「」・』i「亀 

競技棟、上棟式 

競技棟、完成祝記念レース開催一括方式導入とピット番号の変更 

競技棟、落成式 

施設改善記念特別競走開催 

フアンクラブ江戸川観戦ッアー実施 

＝ご篇 
舞臓「’I’舞曹瞬観 

毒費緯曹~舞舞 ・． 

▲バスターミナルからみた戸田公園大橋とスタンド 

'tI A 、 月 
田リ 本 球 
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公益事業に対する寄付助成を推進 

ロ（社）関東海事広報協会埼玉支部の発足 

海事思想普及事業については、競艇収益金 

の地元還元という考え方から、運輸省当局の 

指導もあり、各地競走会とも積極的に行って 

いる。しかし本会定款には規定されていない 

ため、モーターボートに関する啓蒙普及事業 

は行っているものの、いわゆる一般的な海事 

思想普及事業は行っていない。 

仮に、定款を変更して海事思想普及事業を 

規定しこれを行う場合は、運輸省通達により 

公益事業として区分経理をすること、また財 

源は原則として競走会会員の会費収入で賄う 

こと等を義務づけられており、本会の意向と 

馴IM まないものがある。 

このため、昭和50年秋以来考慮検討中のと 

ころ、関東地方において海事思想普及事業を 

行っている社団法人関東海事広報協会に、埼 

玉県と群馬県には支部がないのでこの際競走 

会を母体とする支部を設け、県内の青少年を 

主なる対象とした海事思想普及事業を行って 

はどうかということになった。 

関東運輸局および協会本部と種々協議の結 

果、埼玉支部設立の見通しがついたため、理 

事会に諮り競走会として全面的に協力するこ 

とを決定、施行者である戸田競艇組合、およ 

び埼玉県都市競艇組合に協力を要請したとこ 

ろ、全面的な賛同を得られ、事業規模も大き 

くなって、結局、戸田競走場関係3団体を母 

体とする埼玉支部が発足することとなったo 

支部長には金子庄五郎埼玉県競走会会長が 

就任。主なる事業は、東京港「船の科学館」 

見学会、海洋図画コンクール、海洋作文コン 

クール、大島海洋研修会、北海道航海セミナ 

ー等で、関東運輸局および埼玉県教育委員会 

の後援を得て実施している。 

これら事業の中でも船の科学館見学会は、 

海なし県埼玉の92市Ifi附の高学年の小学生を 

対象に、毎年約一万名を招待して行う、支部 

の代表的事業であり、県内各市田附教育委員 

会等の協賛、後援を得て行われている。この 

事業についてはその後、諸般の事清により、 

昭和60年度に競走会へ継承された。 

一方、県内小学生を対象とする図画コンク 

ールは、年々応募者が増え続け、平成2年度 

には35,000点にのぽる作品が寄せられたO こ 

れも、船の科学館見学会の事業活動が県下全 

域に浸透し、その意義か認識されてきた結果 

であり、さらには県および市町村の教育委員 

会の好意ある協力によるものである。 

ロ（財）埼玉海事育英財団の設立 

県内の資質優秀、かつ学資困窮の大学生に 

奨学金を支給し、人材開発に資する目的で、か 

ねてより県内有志によりその設立が企画され 

ていた「育英事業団体」は、昭和55年11月14 

日、主務官庁の埼玉県教育委員会から設立が 

許可されたo名称は、財団法人埼玉海事育英財 

団（理事長金子庄五郎本会名誉会長）で、設立者 

は金子庄五郎氏ほか19名の県内有志であった。 

競走会はこの財団の趣旨に賛同し、競走事 

業の啓蒙普及と競走収益金の地元還元を図る 

ため、毎年度継続して当分の間、寄付金を交 

付する予定である。なお、平成2年12月現在 

の基本財産は4億2,000万円o 

同財団は、埼玉県の商船、水産等海洋関係 

進学者に奨学金を支給したい、との海事思想 

普及の発想から企画されたもので、海洋関連 

大学、一般大学のほか、体育、芸術関連大学 

にも門戸を開けている。 

奨学生の採用方法については、奨学生志望 

者は高校在学中の2月頃、在学高校の校長を 

経由して出願し、志望大学に合格した者の中 

から財団の奨学生選考委員会で選考、入学後 

理事長が決定する。採用者数は、発足当初10 

名であったが、毎年応募数も増え、また財団 

の財政基盤も堅調となったので、年次計画通 

り増員し、現在は15名となっている。 

進学大学の内訳は東大、京大、ーツ橋大、 

北大、埼大、お茶の水大、早大、慶大など一 

般部門、東商大、東海大などの海洋部門、筑 

波大、日体大の体育部門で、全体が質的に高 

いものとなっている。 

平成元年度までの奨学生採用者累計数は、 

128名。これは、奨学金額が月額22,000円の給 

与（返還不要）、入学一時金16万円と好条件な 

ためで、民間の奨学財団は7 -8 団体あるが、 

奨学金を給与する団体は同財団以外には無い 

模様で、高校側の反響も大きいようであるo 

以上のように、競走会では競艇収益金の地 

元還元に創意工夫をし、公益活動を推進する 

ため公益事業団体に対する寄付金を毎年度交 

付するほか、事務所等の施設を無償貸与、ま 

た事務局要員として役職員の派遣等も行って 

いる。 

y 埼玉県競走会事務所 

戸田公園大橋 

埼玉県競走会 
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競走会構成員の年度別推移 

"～一～き遮一 
昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 100 100 100 99 99 98 97 98 98 98 

役 員（常勤・非常勤） 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 

職 員（含 嘱 託） 25 27 29 30 28 30 30 31 30 32 

臨時従業員（アルバイト） 35 32 26 23 22 19 18 16 15 10 

登 録 審 判 員 17 18 17 18 19 19 19 19 18 18 

登 録 検 査 員 18 18 18 19 20 20 19 
' 

19 19 19 

歴代会長 

代 A 且 夕 
本 」× ロ 任 期 代 A 、 旦 タ 

本 」× ロ 任 期 

4 西 田 貞 雄 s55年5月～H2年5月 5 中 島 富 夫 H2年5月～現 在 

戸 、魁 〔略 歴〕 

し熱戚 埼玉及び群馬慈恵会、西熊 

．ぎぎ 谷病院、羽生園の各理事長 

ず 熊谷市議会議員、埼玉県会 

Iき（もソ// 11 一類 

がミ、 〔略 歴〕 

中島半平商店会長、深谷上 

柴ショッピングセンター代 

表取締役、深谷商工会議所 

会頭 

※昭禾U56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代役員 

代 副会長名 任 期 

5 熊木輝 雄 S55年5月～59年5月 

6 テド 」」二 寺雲 月 
jj;、 フ r -''n 日 S63年5月～現 在 

代 専務理事名 任 期 

6 元ド 」士二 占雲 旦 
」八 フ11 」‘'H 月 S55年5月～63年5月 

※昭禾L156年1月～平成2年12月1日現在 

.NEW l P ボート展示ルーム 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S56. 6 .27 

I 0. 8 

戸田競走場第1次発売窓口機械イ師家価h 

創立30周年記念式典挙行 

S57. 2 .25 

5 . 1 

5 .20 

発売窓口機械化完了 

戸田競走場総合表示盤（オッズ盤）使用開始 

戸田選手宿舎起工式 

S58. 2 .10 

4 .8 

8 .1 1 

名誉会長金子庄五郎氏逝去 

外向前売発売所オープン（発売4窓・払戻し1窓） 

第29回モーターボート記念競走開催 

S59. 4 .6 

8 .1 1 

12.22 

戸田選手宿舎完成、使用開始 

1 日10レース制から条併イ寸で、11レース制採用 

戸田競走場開場以来5,000 万人の入場達成 

S60. I .31 

2 .1 1 

9 .30 

戸田競走場外向発売所自動販売機導入、早朝7時30分発売開始 

第30回関東地区選手権競走開催、同競走前日発売実施 

埼京線開通 

S63. I .14 

2 .3 

3 .24 

戸田競走場電話投票開始 

戸田公園大橋、バスターミナル完成、使用開始 

第23回総理大臣杯競走開催 

H 元．3 .23 

3 .25 

9 .28 

10.19 

東観覧棟、ロイャルルーム完成、使用開始 

第24回総理大臣杯競走開催 

戸田競走場西門側スタンド壁画（日本一トリックアート）完成 

払戻窓口機械化開始 

H 2 . 5 .21 

8 .29 

10. 6 

1 1 .27 

西田会長辞任、五代会長中島富夫氏選任 

大型映像装置完成 

第37回全日本選手権競走開催 

首都高速道路5号線、戸田南開通（競走場西側） 

A 大型映像装置ウィンビジョン 

埼玉県競走会 
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閣東京都モーターボート競走会 

江戸川競走場全景 

I 

一
 
一
 
一
 

7 平和島競走場全景 

’「，i

脱敵；声，:f
‘プ ジフアンのニーズにL町加 

東京都競走会 

その結果、スタート事故率については、多 

摩川競走場が平成元年度0.18と全国第1位に 

なる。だが一方では、江戸川競走場が舟券発 

売に関する不正操作で自粛「中止」を余儀な 

くされ、平和島競走場では平成2年に、選手 

による周回誤認や審判員によるスタート写真 

撮影不能などの事故を引き起こした。 

一方、売上および入場人員の減少に対して 

は、施行者、施設会社、競走会が三位一体と 

なって、マスコミ等を通じての広幸関舌動を行 

うとともに、フアンクラブの結成、電話投票 

の導入、臨時場間場外発売の実施、特別競走 

における各種イベントの充実等、各種施策を 

実施した。 

特にフアンサービスについては、インフォ 

メーションセンターの開設、フアン感謝月間 

の新設、衛星実況中継の実施、UHF局のテレ 

ビ放送、ミニFM放送の開局、文字多重放送 

の実施、有線放送による宅内配信、回線制御 

装置を利用した情報表示システムの導入、ボ 

ート教室の開講、ペアボート試乗会等、諸施 

策を推進。さらには情報サービス委員会を設 

置し、効果的なサービスについて検討するこ 

ととした。 

また、競走場周辺の地域住民にモーターボ 

ート競走についての理解を得るため、納涼花 

火大会、園芸祭り、夏祭り平和島、ョット教 

室、水上フェスティバル、アマチュアモータ 

ーボート競走の実施、本栖研修所の見学会な 

どを行った。 

施設面においては、フアンのニーズに応え 

た施設の拡充、ならびに高級化志向に合わせ 

前会長藤吉男氏急逝の後、笹川陽平氏力明召 

和56年1月28日付で新会長に就任した。 

この年、モーターボート業界は「法制定30 

周年」を迎え、これを契機に競艇元年と位置 

づけられ新たな出発点とされたo 

しかしながら、売上面は昭和55年を項点に 

景気の構造的不況ともあいまって全国的に長 

期低落の様相を見せはじめ、入場人員の減少 

とともに徐々に売上高も減少していった。 

翌昭和57年の「ギャンブル課税」問題が、 

これに追い打ちをかける結果となった。 

こうした売上減少傾向に歯止めをかけるべ 

く、本会も、新会長の強力なリーダーシップ 

のもと、各種施策を積極的に推進していった。 

これら施策の基本はいうまでもなく、「お客 

様あってのモーターボート競走」であり、「フ 

アンの立場に立って“いつでも、どこでも、 

おもしろい”競走の実現」であり、「ファンを 

魅了し、迫力のある競走の提供」である。具 

体策としては、選手自主整備方式を行った。 

「わかり易いレース」ということでは全国に 

先駆けての進入固定レースの実施や一括方式 

の導入などがある。 

さらには、従来の“公正、安全、円滑な競 

走のための規制、制限”がある程度緩和され 

たことにより、展示タイムの公表、プロペラ 

選手持ち制度等にも踏み切った。 

当会では、事故防止についても万全を期し 

て、防護具の改良、カウリング付ボートの採 

用、電子式判定装置の導入、気泡式ライン表 

示装置の設置、選手宿舎における私牛餅鰹呈等 

積極的に行ってきた。 
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▲江戸川競走場正門 ▲平和島競走場中型映像装置 

た改善を行ってきた。 

なかでも、ロイヤルルームの新設、駐車場 

ビルの建設、大型オッズ盤の設置、中型映像 

装置の設置、ピット自動発艇装置の新設、競 

技棟の新築など、積極的に推進した。 

以上のような諸施策が実を結び、昭和60年 

ーー亭叫響舞篇簾欝等 一ー麟麟 
“ 、JとL、’」！ぎ“'1ど～、’こ議器ぶ；、 一与 % ー竺g" 

▲江戸川競走場整備場 

競走会構成員の年度別推移 

にはようやく一時の低迷から脱却、売上高も 

昭和55年を超えるまでになり、以後、順調に 

伸展しているo また、競走場の効率的運用を 

図るため「C.'検討委員会」を設置し、競艇 

場クリーン大作戦と並行して推進していくこ 

ととなった。 

▼江戸川競走場中型映像装置 

履i~～遮～ 
日召 禾ロ 平 成

1 2 ~ 
1 

56 57 58 59 60 61 62 63 

会 員 83 80 78 75 68 66 63 61 59 61 

役 員（常勤●非常勤） 15 15 14 12 11 11 11 11 10 12 

職 員（含 嘱 託） 93 92 93 92 90 104 109 111 110 109 

臨時従業員（アルバイト） 114 118 118 118 116 101 102 103 106 106 

登 録 審 判 員 28 27 28 29 32 31 35 35 37 39 

登 録 検 査 員 28 26 29 30 33 30 33 34 37 38 

歴代会長 

会 長 名 

笹 川 陽 平 

任 期 

S56年1月～現在 

〔略 歴〕 

助日本船舶振興会理事長、 

囲全国モーターボート競走 

会連合会副会長、（助ブルー 

シー・アンド●グリーンラ 

ンド財団副会長 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代役員 

代 専務理事名 任 期 

6 福石朝三郎 S50年1月～59年2月 

7 竹 内 清 治 S59年3月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

▲東京都競走会事務所及び選手宿舎（平和島江戸川） 

▲平和島競走場メンバーズルーム 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S55. 5 平和島競走場で第1回B&G 全国スポーッ大会を開催 

S56. I . I 

~ 

I .14 

2 .19 

3 

4 .9 

5 .28 

h 「 

b ．り 

6 

7 .13 

7 

7 

7 .31 

平和島競走場施設会社の株式会社平和島が京急開発株式会社に商号変更 

平和島競走場信号灯、チエッカー灯改良設置 

第46回通常総会で伯りH陽平新会長を選任 

笹川陽平会長、全国モーターボート競走会連合会副会長就任 

多摩川競走場投票業務機械化完了 

防護具研究開発委員会発足 

平和島競走場水上施設関係研究委員会発足 

江戸川競走場で三島哲夫選手防水板誤装着（3レース） 

多摩川競走場将来構想プロジエクトチームを発足 

ラジオ関東による広報放送を開始 

平和島競走場第2副審にV.T . R カメラを設置 

防護具（胸部、上腕部保護のプロテクター）を平和島競走場で使用 

第27回モーターボート記念競走を平和島競走場で開催 
(13年ぶりの4大特別競走の実施） 

東京都競走会 
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年 表 

年 月 日 

S 56. 8 .29 

I0 

1 1 . 1 1 

平和島競走場で9レース開始直前、中年男性2名レースコースに飛び込み 
j嵐永、 9レース15分遅れでスタート。 

「平和島競走場の将来対策に関する提言書」 を発表 

東京都競走会創立30周年記念感謝の夕べを実施 

S57. I 

I .23 

3 . 1 

3 

4 .29 

5 .26 

6 .26 

7 

8 

9 

I0 

I0 

10 

I0 

I I 

I I 

I I 

12.15 

~ 2 

平和島競走場競艇エリア拡張のため平和島プールを取り壊し 

江戸川競走場で勝股勇選手5レースにおいて死亡 

防護具研究開発委員会解散 

東京3競走場企画実行委員会発足 

平和島競走場で第1回アマチュアモーターボートレース『平和島グランフ。 
リ』実施 

『モーターボート業界の現況と将来』のテーマで研修会を連合会で実施 

平和島競走場新型ボートYMS11 型採用（ボート同士の接触等から選手を 
保護するためカウリンク羊」一ボート） 

多摩川競走場で彦坂郁雄選手の航跡展を実施 

平和島競走場で全日本学生水上スキー選手権大会を実施 

多摩川競走場ペアボート試乗会を業界初として実施 

東京競艇フアンクラブ発足 

江戸川競走場新投票所棟の完成（鉄骨造5階建） 

多摩川競走場フアン感謝月間の新設 

ボートまっりを中野サンプラザで開催（以後中止） 

平和島競走場ピット自動発艇装置の新設及びピット監視カメラの設置 

平和島競走場競技棟の新築及び第二副審塔の新築 

江戸川競走場で40mの空中線及び浮消波装置を全国に先駆けて設置 

東京競艇フアンクラブ機関誌『ボートライフ』創刊号発行 

江戸川競走場投票業務機械化完了 

S58. 2 

3 

3 

3 .22 

4 .2 

6 

6 .24 

6 

平和島競走場で新型へルメット採用（アゴガード付） 

平和島競走場の第18回鳳鳳賞競走でフエステイバルを実施 

平和島競走場でレーシングスーッを開発。第18回鳳風賞競走のフエステイ 
バル及び開会式で着用 

平和島競走場の第18回鳳風賞競走で業界初ク姫郭割寺別場間場外発売を実施 
（住之江競走場、三国競走場で併売方式で実施） 

 -I 

平和島競走場、競走水面の浮遊物対策として新大型掃海艇（双胴船）か就 
j抗 

多摩川競走場対岸大型オッズ盤設置 

平和島競走場対岸防潮工事の完成により対岸消波装置設置 

競艇のシンボルマーク誕生 

年 表 

年 月 日 

558. 7 

8 

I I 

I I 

I I 

1 1 .22 

平和島競走場で水上フエステイバル開催（アマチュアモーターボート選手 

権大会及び水上スキー選手権大会並びにジエットスキー選手権大会を同時 

開催） 

平和島競走場空中線フロート式自動昇降装置にする。併せて、競走水面の 

コース幅を変更する 

平和島競走場で第1回フアン懇談会を開催、続いて多摩川競走場でも実施 

江戸川競走場外向早朝発売所完成 

江戸川競走場で20年ぶりに開設28周年記念競走を実施 

東京競艇フアンクラフソ）シンボルマークを決定（当りカッパのカッピー） 

S59. I .21 

2 

3 .27 

5 

7 

7 .19 

8 

I I 

東京地方が豪雪のため、江戸川競走場へ出場の選手、宿舎を早めに出発し 

たにもかかわらず、到着が遅れ1レースの発走が1時間遅れとなる。 

平和島競走場6隻用ボート揚降装置新設 

フアン拡大推進委員会と運輸省との話し合いで従来の10レース制の枠カ斗散 

廃される。 

多摩川競走場総合審判運行システム導入 

平和島競走場モーター取付オープンを丸亀競走場に次いで実施 

平和島競走場で京急開発株式会社（施設会社）の立体駐車場ビル竣工 

東京3競走場フアンクラブ会員の観戦バスッアーを業界初めての試みとし 

て実施（浜名湖競走場の第11回笹川賞競走） 

多摩川競走場ピット自動発艇装置新設 

S60. I . 2 

3 .21 

3 

3 

4 

5 

5 

6 

7 .12 

7 

9 

9 

I0 

江戸川競走場で宮本力選手前検日スタート練習中負傷、翌3日死亡 

平和島競走場の第20回鳳鳳賞競走で人間ロケット日本初飛行 

平和島競走場の第20回鳳風賞で、JR品川駅前のウイング高輪でテレビモニ 

ターによる実況放送を通じて街頭キャンペーンを実施。記念葉書、記念乗 

車券の発売及び叱ゴリラ吹奏楽団等の原点に立った宣伝を実施。 

また、競走場内で情報サービスセンターを開設。 

平和島競走場第20回鳳風賞競走で業界初のミニFM局開局 

平和島競走場進入固定レース実施（10月より1日2レース実施） 

江戸川競走場で第1回園芸まっりを実施 

平和島競走場業界初の電話投票開始 

多摩川競走場正門棟新築 

平和島競走場府中市（施行者）駐車場ビル竣工 

江戸川競走場サマータイムレースを実施。ピット自動発艇装置新設 

多摩川競走場全発券機をバーコードタイプに変更及び払戻の機械化を完了 

多摩川競走場第2特別観覧席増設及びロイャルルームの新設 

多摩川競走場競技本部に流動表示装置（テクノサイン）を導入 

東京都競走会 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

S60.~ 2.29 多摩川競走場で吉井正選手5レースにおいて周回誤認（3艇フライングの 

ための錯覚による） 

S61. 3 

4 

4 

6 .26 

8 .20 

~ 0.24 

~ 2 

12.12 

平和島競走場の第21回鳳風賞競走で業界初の衛星実況中継実施 

江戸川競走場のレース結果及び翌日の展望を千葉テレビ放送『ボートレー 

ス江戸川』で開催日に放映 

江戸川競走場電話投票開始 

平和島競走場展示タイムを公表 

多摩川競走場進入固定レースを実施（1日1レース） 

平和島競走場で新整備方式のテスト的導入のちに実施（選手主体の整備、 

整備員の整備協力の禁止） 

多摩川競走場インフオメーションセンター（カッピープラザ）新設 

平和島競走場で第1回業斤鋭王座決定戦競走を実施 

S62. 4 

4 .21 

4 

4 

7 

~ 0. 4 

10. 8 

10.13 

I0 

~ 2 

江戸川競走場中継映像装置（200 インチ）の設置 

江戸川競走場強風のため5レース以降中止 

多摩川競走場でランナバウト競走の復活及びチルト角度を公表 

平和島競走場整備セミナーを業界初として開講 

多摩川競走場電話投票実施 

平和島競走場で第34回全日本モーターボート選手権競走を開催。イべント 

として世界一のスタントマン、ピーターフオークによる実演を公開 

平和島競走場第34回全日本モーターボート選手権競走の臨時場間場外発売 

において場外10分前締め切りの実施。（業界初） 

第34回全日本モーターボート選手権競走で、平和島競走場に現職の運輸大 

臣が初来訪（橋本龍太郎運輸大臣） 

多摩川競走場競技棟新築併せて出走ピット位置を移動 

多摩川競走場ターンマーク照明設備新設 

S63. I .3 
I  

2 .23 ~ 

4 

4 .16 

6 

6 .17 

7 

9 

I0 

10. 7 

平和島競走場選手持ちプロペラ制度実施（業界初） 

「 江戸川競走場で舟券発売に関する不正操作発覚（昭和63年度第12回から平 
成元年度第1回、第2回までを中止） 

平和島競走場12レース制を復活 

平和島競走場ボート教室の開講 

江戸川競走場で業界初の一括方式（ワンセット方式）導入 

平和島競走場新型軽量ボート採用 

平和島競走場文字多重放送の実施（業界初） 

多摩川競走場対岸に大型確定盤設置 

平和島競走場電話予約投票実施（業界初） 

多摩川競走場第35回全日本モーターボート選手権競走を開催 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S63. 1 1 .13 平和島競走場番組支援システム導入（住之江競走場、蒲郡競走場と同日静尊入） 

H元．3 .2 ~ 

4 .23 

4 

4 .24 

4 

6 

I I . I 

1 1 .14 

平和島競走場第25回総理大臣杯競走実施 

平和島競走場電話投票（予約投票において）単勝式、複勝式を新らたに加える 

平和島競走場電子式判定装置の導入（業界初） 

平和島競走場清報サービス委員会発足 

多摩川競走場気泡式ライン表示装置を導入（業界初） 

江戸川競走場新整備棟及ひ特別観覧席（ロイャルルーム）竣工及びボート 

揚降装置を新設 

多摩川競走場電子式判定装置導入 

多摩川競走場C. I 検討委員会発足 

H2 .2 

3 

4 . 1 

4 

4 .7 

4 .25 

6 .17 

6 .26 

7 .29 

10.26 

I I 

12. 2 

平和島競走場有線放送によるレース実況放送の宅内配信開始 

多摩川競走場年間スタート事故率0.183 を達成（年間第1位） 

テレガイドによる若者向けの街角モーターボート情報サービスの実施（東 
京3競走場） 

平和島競走場中型映像装置（200 インチ）導入 

平和島競走場一括方式実施 

江戸川競走場電子式判定装置を導入 

江戸川競走場の競走水面である中川放水路の航行船対策として上、下流に 

『徐行』の大型標識を設置 

平和島競走場の第11レースで池ト正浩選手周回誤認、フアン抗議 

平和島競走場第1レースでスタート写真撮影不能。当該レースが中止となる。 

江戸川競走場で偽一万円札2枚発見さる。 

平和島競走場回線制御装置及びモーターボート情報表示システムを導入 

多摩川競走場一括方式実施 倉ト郵警夢ブ二子ー ー 

東京都競走会 

多摩川競走場外向前売発売所ト 
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▲多摩川競走場選手宿舎 ▲多摩川競走場正門 
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(ti',神奈川県モーターボート競走会 

▲平和島競走場特別観覧席 

連携と協調をモットーに努力 

神奈川県競走会 

には山本智士氏の再任か快定、現在に至って 

いる。 

業務運営については、東京都競走会の協力 

のもとに、公正かつ円滑な競技運営を図るこ 

とは勿論、平和島運営協議会をはじめとする 

関係団体の諸行事に対し、参加協力を行って 

いる。また、地元選手の指導育成についても 

力を注いでいるo さらに、当会の特殊事清に 

鑑み、関東海事広報協会に全面協力を行い、 

同協会の諸行事である海の記念日式典をはじ 

め、マリーンスポーツ大会、体験航海、伊豆 

七島フェスティバル、親子海洋教室、洋上研 

修、図画コンクール、シーサイドパレード等 

の行事に参加協力、海事思想の普及に努めて 

いる。 

施行者との関係については、常に連携を密 

にし、合同研修会をはじめ各種会合を行い、 

必要事項について検討し、運営の万全を期し 

ているo 

その他、公益法人の使命に基づき、社会事 

業団体等に対し寄付等を行い、公共の福祉に 

寄与しているo 

昭和55年12月4 日、会長（当時）藤吉男氏 

が出張先のスペインより帰国、成田空港に到 

着後急逝されたため、約半年間の会長空席の 

後、昭和56年5月の総会において当会創立時 

の功労者で評議員、理事として貢献された神 

奈川県議会議員渡辺喜三郎氏カえ新会長に選 

任された。 

渡辺会長は就任後のあいさつの中で、『当会 

は、レース場を持たないで他県のレース場を 

借用し運営に当たっているという、特異のケ 

ースである。したがって、東京都競走会を主 

とした関係諸団体との連携をより一層密接に 

し、全面的協力を得てゆくことが大事で、会 

運営に当たっては、常に協調をモットーとし 

ていく』と、当会の基本方針を明示した。 

昭和57年5月、副会長解任問題が裁判にま 

で発展したが、無事解決。昭和59年5月に、 

空席であった副会長に、東京都競走会相談役 

（前専務理事）福石朝三郎氏が就任した。 

渡辺喜三郎会長の任期満了を迎えた昭和62 

年5月、総会において新たに東京都競走会常 

務理事渡部毅氏が会長に選任され、専務理事 

瞬舞胃喫維琴1二号三て二I主’ 

=“言ら二羊A尋旨一らーーー或『 
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（平成2年12月現在） 

外向前売発売所（平和島） 神奈川県競走会事務所 
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競走会構成員の年度別推移 

、頑γIIIII 遮～ 昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 I 2 

会 員 60 59 63 62 62 62 63 61 62 62 

役 員（常勤●非常勤） 11 9 11 12 11 11 9 9 10 10 

職 員（含 嘱 託） 9 9 8 7 5 6 6 6 6 5 

臨時従業員（アルバイト） 11 11 13 15 16 17 16 18 17 17 

登 録 審 判 員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

登 録 検 査 員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

歴代会長 

会 長 名 

渡辺喜三郎 

7 

任 期 

S56年5月～62年5月 

〔略 歴〕 

横須賀市議会議員、神奈川 

県会議員 

渡部 毅 S62年5月～現 在 

〔略 歴〕 

東京都モーターボート競走 

会理事、常務理事歴任 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代役員 

代 副会長名 任 期 

4 大谷夫左二 S50年5月～57年5月 

5 福石朝三郎 S59年5月～62年5月 

~代 

専務理事名 任 期 

巨 山 本智 士 350年5月～現 在 

競技本部（平和島）ト 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S56. 5 .18 

5 .31 

7 .28 

8 .28 

渡辺喜三郎氏会長に就任 

関東海事広報協会主催マリーナ見学会実施 

長崎県の水害に際し役職員一同のカンパにより水害見舞金を送る 

水難救済会神奈川支部救助訓練Iiで5援 

S57. 7 .20 

8 .5 

海の記念日式典応援 

施行者、競走会、選手会東京支部神奈川ブロック “家族ぐるみ運動”実施 

S58. 7 .17 

7 .24 

水上フエステイバルグランプリ大会応援 

第1回横浜少年少女ゴムボート大会実施 

S59. 4 .29 

8.6 '--'7 . 

伊豆七島フエア マリンピック’84大会応援 

第30回モーターボート記念競走場外発売実施 

S60. 3 .12 

4 .23 

1 1 .3 

関東海事広報協会主催洋上座談会に参加 

選手会東京支部神奈川ブロック特別研修会実施 

渡辺喜三郎会長勲三等瑞宝章を受章 

S61. 8 .2 

8 .21 

~2.22'-'23 

平和島水上花火大会応援 

施行者競走会洋上研修実施 

第1回賞金王決定戦競走場外発売実施 

S62. 5 .21 

5 .25 

6 .18 

10.12 

10.15 

ボートピアフエア’87大会応5援 

渡辺喜三郎会長辞任、渡部毅氏会長に就任 

東京支部神奈川ブロック洋上研修実施 

6代目会長渡辺喜三郎氏逝去 

東京支部神奈川ブロック選手動行調査強化 

S63. 5 . 7 

一ーど 

5 .22 

7 .29 

第15回笹川賞競走場外発売実施 

体験航海の集い応援 

親子海洋教室応援 

H元．7 .20 

7 .22 

9 .12 

9 . I9' -'20 

10.27 

第4回海の祭典応援 

フオーラムイン横浜に参加 

相模湖組合営施行30周年記念式典 

相模湖組合営施行30周年記念競走実施 

役職員“ボートピア姫路”視察 

H 2 . 7 .20 

7 .26 

8 .24 

第50回海の記念日式典応援 

物故船員慰霊法要応援 

サーフ’90大会応援 

神奈川県競走会 
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I 

ターボート競走会 

▼競技棟全景 

新指導体制のもとに一致団結 

静岡県競走会 

積極的に実施した。 

その結果、昭和60年度には、前年上ヒ6.6％増 

の売上成績となり、 4年間続いたマイナスに 

一応歯止めがかかった。 

さらに、「フアンあってのモーターボート競 

走」を基本理念として、将来への展望を拓き 

社会清勢に対応すべく、外向早朝前売発売、 

サマータイムレースの実施、 5大特別競走の 

場間場外発売等を実施した。 

昭和63年7月11日、建設以来20年を経過し 

た静岡県モーターボート会館の拡張工事（三 

井建設により施工）が竣工したo 翌8月には 

モーターボート記念競走を開催。全場で場間 

場外発売を実施し、売上記録を更新した。 

平成2年5月、競走会通常総会において役 

員改選力折手われ、長年にわたりモーターボー 

ト競走業界の指導的存在であった小池節郎会 

長が辞任、第一線を退き名誉会長となった。 

新会長には、副会長であった小池明成氏が選 

任され、 6月12日付中部運輸局長の認可を得 

て第5代会長に就任した。 

新しい指導体制のもと、一致団結して所期 

の目的を達成すべく努力中である。 

浜名湖競艇も昭和55年度には、開設以来最 

高の売上を記録したO 

しかし、世界的不況の波はモーターボート 

業界にも次第に押し寄せてきて、昭和56年度 

からは、以前より続いている入場人女の減少 

とともに売上も下降線を辿るようになった。 

浜名湖においても前年土ヒ0.6％減となり、以 

後昭和59年までの4年間、マイナスが続くの 

である。 

このような厳しい状況の中、連合会を中心 

とする中央の関係諸団体では、昭和56年のモ 

ーターボート競走法制定30周年を競艇元年と 

名付け、全関係者か初心にかえり一層努力す 

るよう提唱した。 

この趣旨に対応するべく、浜名湖でも、競 

走会会長、施行者の正副企業長で構成する最 

高責任者会議をはじめ、業務研究会を中心に 

競技運営、番組編成、広報宣伝、環境整備等 

の各小委員会において、競技運営の合理イヒ 

フアンサービスの充実等それぞれの分野にわ 

たり、売上向上策について徹底的に検討努力 

した。 

また、最近のレジャー施設の高級化志向に 

伴い、観客施設の充実、フアンの要望に対応 

するための投票窓口の 

改造、トーターシステ 

ム機器や払戻システム 

装置、電話投票システ 

ム等の導入、場内食堂 

の新築および専門店イヒ 

フラワールーム空気J最 

境改善等の施設改善を 

・六三ユザ，具馴雌’ 

浜名湖競走場全景 
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競走会構成員の年度別推移 

履盲～～ぐ堕一 
昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 28 27 26 26 26 27 27 25 25 25 

役 員（常勤●非常勤） 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 

職 員（含 嘱 託） 21 21 23 22 24 21 22 25 26 25 

臨時従業員（アルバイト） 47 46 46 46 42 38 37 36 34 35 

登 録 審 判 員 6 6 6 6 6 7 7 8 10 12 

登 録 検 査 員 5 5 5 4 5 7 7 8 10 12 

歴代会長 

〔略 歴〕 

大阪鉄道局業彩部総務深長、 

新居町会議長、浜名湖競挺 

組合議会議長、連合会副会 

長、近代化研究センター会 

長 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代役員 

代 副会長名 任 期 

6 小池明 成 s59年6月～H2年6月 

代 専務理事名 任 期 

2 鈴木 博 S53年6月～57年7月 

3 小 池 明 成 S57年7月～59年6月 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

会 長 名 

小池 明 成 

任 期 

H2年6月～現 在 

〔略 歴〕 

アジアホンダ（株）副社長、静 

岡県競走会専務理事、副会 

長 

▲浜名湖競走場正門 

年 表 

年 月 日 

S56. 6 .12 

9 .19 

10. 8 

10.29 

1 1 .5 

知識人モニター委員浜名湖競走場見学 

静岡県支部に女子選手誕生（3007伊藤達美） 

競走会創立30周年記念感謝の集い開催 

第28回全日本選手権競走開催 

日本赤十字社静岡支部により救急法講習会開催 

S57. 3 .31 

5 .10 

7 .5 

12.1 1 

開催以来初めて売上前年比-6％となる 

浜名湖競走場企画実行委員会結成される 

小池明成氏専務理事に就任 

施設改善記念競走開催 

S58. 2 .10 

2 .20 

5 .7 

7 .31 

1 1 .19 

12.14 

12.15 

第28回東海地区選手権競走開催 

浜名湖競艇フアンクラブ発足 

第10回笹川賞競走特別発売実施 

「フエスタハマナコ」 開催 

早朝外向前売発売始まる 

南スタンド1階食堂増改築工事竣工 

施設改善記念競走開催 

S59. 3 .8 

4 . 1 

4 .14 

4 .28 

4 .29 

8 .5 

~ 2. 8 

84浜名湖ひな祭り女王決定戦開催（昭和35年以来24年ぶり） 

3号賞金から2号賞金へ降格 

連合会主催ナイターレース実験 

「浜名湖マリンフエステイバル」 開催 

第11回笹川賞競走開催、小池明成氏副会長就任 

サマータイムレース開催（12レース制） 

中央入場門付う丘改築工事完成 

S60. 4 .28 

6 .14 

7 . ! 

8 .31 

12.28 

人間ロケット舞う 

12レース制実施となる 

合同現地調査実施される 

ランナーレース16年ぶり実施（1日1レース） 

トーターシステム機器導入 

S61. I .13 

3 .31 

5 .26 

b .b 

6 .10 

10.24 

I I .20 

施設改善記念競走開催 

売上前年比6.6 ％プラスとなる 

競技部選手食堂優良施設として浜名保健所長より表彰される 

小池会長連合会副会長に就任 

V、戻システム装置導入 

新居町社会福祉大会で感謝状受賞 

浜名湖ボートフアンクラブ会員本栖研修所見学 

S62. 2 . 5 第32回東海地区選手権競走開催 

静岡県競走会 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

S62. 3 .20 

4 . 1 

4 .5 

5 .31 

5 .26 

8 .22 

8 .25 

9 . 1 

10. 5 

1 1 .8 

1 1 .13 

1 1 .25 

12.12 

~ 2.24 

元理事山本恒平氏逝去 

2号賞金から3号賞金へ昇才各 

競走会OB会総会開催 

フラワールーム空気環境改善工事竣工 

新居署管内暴力追放推進協議A加入 

進入固定レース実施 

3154佐藤正子選手浜名湖一般レースで初優勝 

合同現地調査実施 

元常務理事石川喜代尤§氏逝去 

新居関所杯争奪戦で海上大名行列実施 

小池副会長アメリカ最剃iマネージメント視察ッアー参加 

電話投票システム設置完成 

電話投票開始 

場内2階食堂新装オープン 

S63. 5 .14 

6 .8 

7 .10 

7 .1 1 

7 .31 

8 .4 

8 .9 

9 .20 

10.27 

1 1 .4 

1 1 .12 

選手持ちプロペラ使用試行 

笹川陽平全モ連副会長浜名湖で講演 

報道記者席竣工 

静岡県モーターボート会館増設工事竣工 

r'88浜名湖マリンフエスタ」 開催 

第34回モー夕ーボート記念競走開催 

第34回モーターボート記念競走において1592松野選手優勝 

1592松野選手モーターボート記念競走祝勝会 

小池副会長米国テレトラック視察団参加 

浜名湖ボートフアンクラブ本栖研修所見学 

選手の最低体重に関する重量調整実施 

H元．7 」3 

9 .7 

9 .7 

9 .29 

12. I 

浜名湖ボート新シンボルマーク誕生 

合同現地調査実施される 

スタート練習と展示航走の一括方式実施 

舟券売上上昇率最高記録賞受賞 

施設改善記念競走開催 

H 2 . 5 .18 

5 .20 

6 .12 

6 .12 

8 .19 

新居町老人クラブから表彰される 

浜名湖競走場においてライオンズクラブ第36回年次大会開催される 

小池名誉会長モーターボート競走近代化研究センター会長に就任 

小池明成氏第5代会長に就任 

小池節郎氏名誉会長に就任 

「浜名湖マリンフエスタ」 開催 
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地域社会への貢献策も積極的に 

昭和56年は法制定30周年を迎えた年で、モ 

ーターボート業界は、これを契機に元の一歩 

から出直すとの意味から「競艇元年」とした。 

全関係者か謙虚に初心にかえり、事業の健全 

な運営に当たることを誓った年である。 

本会においても、創立30周年式典をホテル 

キャッスルプラザにて催し、新しい一歩を確 

認しあった。 

しかしながら、過去順調に推移してきた公 

営競技も、貿易摩擦や一般消費の金斬ヒ等によ 

る経済の停滞、加えて若年層ファンの公営競 

技離れ等もあって、かつてない苦しい状況へ 

と下降しはじめていた。蒲郡、常滑両場とも 

に入場者の減少が目立ち、売上も低下してい 

った。そしてこのような状況は、昭和59年ま 

での4年間にわたるのである。 

この間本会では、集客、広報、宣伝活動等 

あらゆる対策、努力を、施行各市と協力し積 

極的に実施した。鳳鳳賞競走や女子レースの 

街頭キャンペーンも行った。 

その後、売上低下は少しずつ持ち直し、昭 

和61年2月からは新しく電話投票も始まる。 

これら舟券発売業務の多角化による競技情報 

▲蒲郡競走場ボートウイング ▲蒲郡競走場6連場内テレビ 

サービスの充実に、関係者の努力は続いた。 

なおこの年2月9日、上松会長が急逝され、 

3月14日に名古屋覚王山日泰寺において競走 

会葬を執り行ったo 

翌昭和62年に常滑競艇場が、平成元年には 

蒲郡競艇場がともに競艇事業始まって以来の 

売上を達成した。ようやく不況を脱し得たの 

であった。 

一方、海事思想の普及活動ということでは 

昭和56年5月に定款の改正を行って、その目 

的に海事思想普及事業を追加。公益法人とし 

ての使命達成を期し、海事思想普及事業の一 

環としてゴムボート大会、ョット教室、模型 

ボートカーニバル、海洋少年団への助成等を 

毎年実施している。 

また、東海海事広報協会の行う事業に対し 

ても積極的に協賛し、社会福祉協議会への寄 

付をはじめ、名古屋フィルハーモニーへの協 

賛、愛知県立蒲郡東高校ヘョット寄贈など、 

地域社会に対し貢献してきた。 

本会部内については毎年、役職員、従業員 

の研修を行い、多様化するフアンのニーズに 

対応するため、競走会業務の充実に努めてい 

る。また、施設につい 

ては、永年の懸案であ 

った常滑選手宿舎が平 

成2年10月27日、常滑 

市大曽町にて竣工をみ 

ナ、 
ノ、o 

競走会構成員の年度別推移 

盲泊~ 
昭 和 

/ 

平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 
- ~ 

~ 

会 貝 159 159 156 147 144 142 141 137 133 130 

役 員（常勤●非常勤） 12 14 12 12 12 11 11 10 9 9 

職 員（含 嘱 託） 47 45 44 45 42 43 44 46 47 49 

臨時従業員（アルバイト） 77 78 77 70 68 65 67 66 64 66 

登 録 審 判 員 17 17 16 16 16 18 19 22 22 22 

登 録 検 査 員 16 15 14 14 12 14 15 16 18 19 

歴代会長 

代 

4 

会 長 名 

上松貞治郎 

任 期 

S53年5月～61年2月 

〔略 歴〕 

株式会社十六銀行役員 

代 

5 

会 長 名 

岩塚 静 

、か 

愛知県競走会 

任 期 

S61年5月～現 在 

〔略 歴〕 

愛知県モーターボート競走 

会専務理事 

・・タ甑w
議

 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代役員 

代 副会長名 任 期 

4 水野依 信 S60年12月～61年5月 

代 専務理事名 任 期 

3 岩塚 静 S55年5月～61年5月 

4 長 田 茂 雄 S61年5月～63年5月 

5 石 田 達 噴 S63年5月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

や鴬で七＝==:＝豊“恕ご二て七でて 

▲蒲郡競走場競技本部 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

S56. 4 .19 

5 .12 

8 .2 

8 .~7へノ~8 

10 .31 

OsP オールスター選手権大会を蒲郡競艇場で開催 

第30回通常総会で定款を一部変更し海事思想普及事業を追加 

第6回中部地区模型ボートカーニバルを名古屋青少年公園に於いて毎日新 

聞社と共催で実施 

岐阜市内で行われた第13回日本海洋少年団中部連盟大会に協賛 

創立30周年記念式典を名古屋キャッスルプラザホテルにて挙行 

S57. 2 . 6 

6 .13 

7 .30 

8 .8 

8 . 5 '---'I I 

第27回東海地区選手権競走を常滑競艇場で開催 

OsP オールスター選手権大会を常滑競艇場で実施 

前監事山内甲子男氏逝去 

第7回中部地区模型ボートカーニバルを名古屋青少年公園に於いて毎日新 

聞社と共催で実施 

第28回モーターボート記念競走を蒲郡競艇場で開催 

S58. 8 .7 

8 .22 

10.16 

12.15 

第8回中部地区模型ボートカーニバルを名古屋青少年公園に於いて毎日新 

聞社と共催で実施 

常勤理事安藤忠男氏逝去 

'83第1回愛知県水上スキー選手権大会を愛知県水上スキー連盟と共催で実施 

名古屋国際サロンにおいて選手会愛知支部との合同研修会を実施 

S59. 2 . 8 

2 .23'--'27 

j . ~へノb 

5 .13 

8 .5 

1 1 .12 

第29回東海地区選手権競走を蒲郡競艇場で開催 

第19回鳳風賞競走街頭キャンペーンを名古屋駅前を中心に連合会常滑市と 

共催で実施 

第19回鳳鳳賞競走を常滑競艇場で実施、なお4場で臣郭割寺別場外発売が実 

施された 

第2回全日本OsP選手権選抜シリーズ蒲郡グランプリを実施 

第9回中部地区模型ボートカーニバルを名古屋青少年公園に於いて毎日新 

聞社と共催で実施 

オール女子レースの街頭キャンペーンを名古屋駅前において常滑市と共催 

で実施 

S60. 8 .4 

8 .25 

第10回中部地区模型ボートカーニバルを名古屋青少年公園において毎日新 

聞社と共催で実施 

碧南MBレーシングチームと共催で’85第4回OsP オールスター選手権大 

会を常滑競艇場で実施 

S61 . 2 . 6 

2 .9 

第31回東海地区選手権競走を常滑競艇場で開催 

会長上松貞次郎氏逝去 

年 表 

年 月 日 

S61. 3 .14 

5 .29 

7 .27 

8 .3 

8 .24 

8 .24 

名古屋覚王山日泰寺普門閣において故会長上松貞次郎氏の競走会葬を執り 

イテった 

第35回通常総会で岩塚会長第5代会長に就任 

蒲郡競艇場において開催された日本モーターボート協会主催の第3回蒲郡 

グランプリ大会に協賛 

第11回中部地区模型ボートカーニバルを名古屋青少年公園に於いて毎日新 

聞社と共催で実施 

岡崎市菅生川に於いて岡崎市、蒲郡市と共催でてゴムボート大会を実施 

碧南MBレーシングチームと共催で’86第5回OsP オールスター選手権大 

会を常滑競艇場で実施 

S62. 3 . 5 

7 .26 

8 .2 

8 .21 

8 .23 

第22回鳳風賞競走を蒲郡競艇場で開催 

蒲郡競艇場において開催された日本モーターボート協会主催の第4回蒲郡 

グランプリ大会に協賛 

第12回中部地区模型ボートカーニバルを名古屋青少年公園に於いて毎日新 

聞社と共催で実施 

蒲郡競艇場に於いて蒲郡市と共催で少年少女ゴムボート大会を実施 

碧南MBレーシングと共催で’87 第6回OsP オールスター選手権大会を 

常滑競艇場で実施 

S62. 4 . 

''-'63. 3 . 

蒲郡、常滑競艇場で地元選手を対象に整備セミナーを5回実施 

S63. 7 .20 

8 .7 

8 .22 

8 .28 

12.25 

名古屋港で開催された 「第3回海の祭典」事業に協賛 

第13回中部地区模型ボートカーニバルを愛知青少年公園に於いて毎日新聞 

社と共催で実施 

蒲郡競艇場で蒲郡市と共催で少年少女ゴムボート大会を開催 

常滑競艇場に於いて開催された日本モーターボート協会主催の第7回Os 

P オールスター選手権大会に協賛 

監事杉江達太郎氏逝去 

' , ー へ ~ 

H フt.j ．り 

3 .30 

6 .13 

8 .6 

常勤理事稲葉民蔵氏逝去 

地元選手を対象に蒲郡、常滑両場で整備セミナーを実施 

OsP オールスター選手権大会を常滑競艇場で実施 

第14回中部地区模型ボートカーニバルを愛知青少年公園に於いて毎日新聞 

社と共催で実施 

愛知県競走会 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

H元」0.28 

1 1 .2 
ー ~ →一 

フ1ンキ度 

名古屋市瑞穂競技場に於いて開催された 「第4回世界ゲートポール選手権 

大会」に協賛 

監事安井恒夫氏逝去 

東海海事広報協会の元年度事業「東海水域海洋性レクリエーションネット 

ワーク構想」 に協賛 

H 2 . I .18 

~23 

2 .8 ' -'~4 

8 .5 

10. I 

~ 0 .27 

I I . I 
~ A ー ~ー 

Z 井ニ度 

新鋭王座決定戦競走を蒲郡競艇場で開催 

第35回東海地区選手権競走を常滑競艇場で開催 

第15回中部地区模型ボートカーニバルを愛知青少年公園に於いて毎日新聞 

社と共催で開催 

愛知県立蒲郡東高校にョットを寄贈 

常滑選手宿舎竣工式典挙行 

第3代会長堀田英一郎氏逝去 

東海海事広報協会の2年度事業「東海水域海洋性レクリエーションネット 

ワーク構想」 に協賛 
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棚三重県モーターボート競走会

フアンサービスの充実へ地道に取り組む 

▲津競走場全景 

' 

, 

、 

, 

, 

, 

三重県競走会 

そして迎えた昭和60年、社会晴勢は依然と 

して厳しい状況にあったが、実に久方振りに 

売上対前年比かプラスへと転じるのである。 

1 日平均売上7.9％増、入場人員1.1％増で 

あった。 

以後、順調に歩を進め現在に至っている。 

印象架いのは平成元年度で、この年津市は 

市制100周年を迎えており、各種記念事業が開 

催された。 

競走場においても、「レインボーホール」が 

4 月に完成したのをはじめ、恒例の周年特別 

競走前夜祭の開催、10月には新たな試みとし 

て“津駅前祭り”に参加、続いてモーターボ 

ート大賞の前日祭“100フェスティノぐルin津 

ボート”が21日・22日の両日競走場におい 

て、また23日には三重県文化会館において、 

“モーターボート大賞前夜祭”を開催（タ居 

市外6 ケ町村ならびに一般企業の協力により） 

するなど、ひときわ活気づく年となった。 

売上も対前年度比プラス14.2％と、近年に 

例のない上昇を示し、年間売上の新記録はも 

とより、新春競走では節間売上も更新した。 

海事思想普及の事業については、恒例の少 

年少女ョット教室の開催・充実、海の記念日 

の四日市海洋少年団による市中パレードの主 

催等をはじめ、地元イベントへの協賛や四日 

市港・シドニー港姉妹提携20周年事業（昭和 

63年度）など、幅広い活動を行っている。 

法制定30周年の記念すべき年であ、った昭和 

56年は、オイルショック以後の不況や経済の 

低成長、レジャーの多様化等、さまざまな社 

会清勢から、モーターボート競走事業を取り 

巻く状況も深刻さを加えていた。 

入場人員の減少、売上の低下は著しく、当 

会の運営にも大きく影響を及ぽした。 

このため施行者は、特別観覧席に直通する 

昇降機や遊園地寄りへの一般観覧席の設置、 

さらにはブラックレイシステムを実施。また 

競艇を「ボート」と改称しアイドルマークに 

「ペカチャン」を採用、レインボーボートと 

呼ふ新しい色彩感覚のボートを使用するなど 

イメージチェンジも行って、新しいフアン獲 

得のための努力を尽くした。 

競走会においても、フアンに信頼されるレ 

ース運営に全力を傾注、特に事故防止には細 

心の注意を払った。しかしそれでも、翌57年 

度はさらに入場人員10.9%、売上7.1％といず 

れも減少する結果となる。 

このような厳しい状況のもと、本会は、施 

行者と一丸となってその対策に懸命な努力を 

続けた。施行者においては、苦しいその台所 

事晴にもかかわらず、全国に先駆ける「メッ 

セージボードの新設」、シングルユニット投票 

方式の採用、また、「中庭にお祭り広場を設け 

る」などフアンサービスの充実にも果敢に取 

り組んでいった。 

さらに昭和58年には、ファンならびに売上 

の増加を図るべく、競走会、施行者、全モ連 

が一体となってプロジェクトチームを結成。 

以来、積極的なPR作戦を展開していく。 
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競走会構成員の年度別推移 

~遮～ 
昭 和 I ~ 平返茎 

56 57 58 59 60 61 62 63 ~ 
~ 1 1 2 

会 員 6 6 6 5 5 5 5 4 巨」 4 
役 員（常勤・非常勤） 15 15 15 14 13 13 13 13 巨~ 12 
職 員（含 嘱 託） 24 25 24 24 24 24 23 23 24 26 

臨時従業員（アルバイト） 28 28 27 24 23 23 22 25 22 21 

登 録 審 判 員 8 8 8 8 7 7 8 8 8 9 

登 録 検 査 員 5 6 6 6 6 6 7 7 7 8 

歴代会長 

代 A 巨． タ 
云 」．× 一ロ 任 期 代 A 巨 タ 

本 」．× ロ 任 期 

3 水谷 昇 S53年3月～57年7月 4 森 口 隆 S57年7月～現 在 

三重県競走会 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S57. 7 . 3 県内優秀選手表彰式 

S58.I0. 7 

~ 2. I 

管理棟選手控室の改装工事始まる 

津ボート企画実行委員会発足 

初めての試み、施設改善競走特別競走前夜祭を津東映において開催 

S59. 5 . 7 

6 . 1 

12.30 

三重県内イ彰号選手表彰式 

開設32周年記念井寺別競走「手ーづくり」前夜祭 

新春競走 甘酒サービスを開始 

S60. 3 . 7 

5 .21 

6 .19 

9 .22 

フオークリフト第27回発明考案作品にてイ彰号賞を受賞 

三重県内優秀選手表彰式 

第12回競艇関係者武道大会（津市体育館） 

第3回全日本osP選手権選抜シリーズアマチュアモーターボートレース 

津グランプリ開催 

H 元．8 .9 第16回東海地区競艇関係者武道大会 

H 2 .4 . 1 12レース制実施 

一麟鯉織麟麟難贈麟麟麟鷺繊ご‘ 
青 ,．戸‘，，マr「＝J,mnJビ声ソごh'"'Fロー一 ー '. ‘ロ・一n .．‘・ ‘ ''' 

籍l巳葺躍I守聖こ叫F『Iーー’ー ，I ーー“一 

ぐ正門 

▲外向前売発売所 

、

J

 

歴
 

略
 者

 
任
 

責
 

庫
 

文
 

堂
 

陵
 

澄
 

歴代役員 

長
 

市
 

市
 

名
 

j

桑
 

歴

県

 
重
 

略

三

 

t

一
死
 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

▲三重県競走会事務所及び選手宿舎 

代 専務理事名 任 期 

3 奥 村 園 男 S57年7月～59年6月 

4 演 口 重 S59年6月～61年6月 

5 山 中 弘 S61年6月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 
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ターボート競走会 

▲三国競走場全景 

~ 

トー ー 

~ 

新たなる躍進を期して… 

福井県競走会 

選手居室の増築を、平成2年9月には食堂、 

厨房の改修を行ったo 

一方、競走の運営に当たっては、ファンの 

ニーズに応え「ついでも、どこでも、おもし 

ろい」競走をスローガンに、競走運営全般の 

見直しを積極的に推進した。 

その結果、昭和60年度、ようやく売上は5 

年ぶりに前年度比1 .24％の増、昭和63年度に 

は前年度比5.24％増と、58年度を超えるまで 

に回復した。 

平成に入り、湾岸戦争など一抹の不安があ 

ったカえ 戦後最長といわれた「いざなぎ」「岩 

戸」景気に続く平成景気に支えられ、平成2 

年度の1日平均売上は3億1,300万円に達し、 

開設以来最高の売上を記録した。 さらに競 

艇場クリーン大作戦の一環として、平成4年 

12月のオープンをめざし新2号館の建設も進 

められており、三国競艇場はいままた新たな 

る躍進へと歩み出した。 

昭和28年4月14日、九頭竜河口で1日売上 

108万円でスタートした三国競艇も、昭和43年 

7月12日九頭竜川の一級i叩11昇格に伴い、現 

在の地・三国町池上と芦原町舟津にまたがる 

沼地、通称フケに総工費7億円を投レこ移転 

した。当時、1 日平均入場者は1,400人、売上 

は約2,000万円であった。 

三国競艇は裏日本唯一の競走場で、背後人 

口が80万人と少なく、降雪などのハンデを背 

負いながらも、設備の近代化やファンサービ 

スの充実に努めてきた。その甲斐あって昭和 

48年、49年と2年連続売上上昇日本一の名誉 

を受け、55年度には1日平均入場者7,300人、 

売上2億9,600万円と、移転時の5.2倍から 

14 .8倍に上昇した。 

このような趨勢の中で昭和56年10月、創立 

30周年を迎え、競艇元年として新しい時代に 

向けてのモーターボート競走の魅力づくりと 

社会に対応できる体制づくりに専念した。 

しかし、昭和55年度をピークに売上は下降 

線をたどり、競走会の運営も経費節減・・・「入 

るを量りて、出づるを 

制す」の健全運営を迫 

られた。 

昭和59年5月、初代 

会長の一瀬伊太郎氏が 

退任し、新会長に一瀬 

茂雄氏が就任。「人事の 

若返り」が図られた。 

また、綜合会館選手 

宿舎も20数年を経過 

し、平成元年9月には 
▲競技棟全景 

．
●
■
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競走会構成員の年度別推移 

履i―竺 
日召 禾口 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 178 176 170 172 173 174 172 166 167 166 

役 員（常勤●非常勤） 15 15 15 15 15 15 14 14 14 15 

職 員（含 嘱 託） 24 25 25 24 19 19 20 20 19 19 

臨時従業員（アルバイト） 24 25 27 26 24 27 26 26 26 26 

登 録 審 判 員 15 15 16 16 14 13 15 15 17 16 

登 録 検 査 員 12 12 12 13 12 12 13 14 16 15 

歴代会長 

代 A 、 巨 タ 
本 」× ロ 任 期 代 A ， 巨． タ 

本 」× ロ 任 期 

初 ―瀬伊太郎 S26年10月～59年5月 2 ― 瀬茂 雄 S59年5月～現 在 

蒼舞鷺議 〔略 歴〕 

参 ぐ 高浜町長 
曹二舞 か驚 県議会議員 

、にず 全国競走会協議会会長 

無麟繊 

喝曹’ 

〔略 歴〕 

ー ～ 九頭竜厚生事業団理事 

，一 一， 競走会専務理事 

、 ー、I 福井県海事広報協会副会長 
一肩響 篇 

, f I 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代役員 

代 石IIA，旦 々 
田リ 太 工又 ロ 任 期 

3 吉 田 慶 三 S46年6月～現 在 

代 専務理事名 任 期 

5 ― 瀬茂 雄 s55年6月～59年5月 

6 谷 黒 武 S59年5月～61年5月 

7 宇野松右衛門 S62年1月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

▲装着場 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S56.~ 0 .20 

12.16 

競走会創立30周年記念式典 

シングルュニットシステム導入、施設改善記念競走開催 

S57. 4 . I 

4 .15 

7 .5 

12.18 

番組編成（組合せ業務）受託 

競走会事務所前に孝養の像建立 

三国競走場企画実行委員会設置 

ミス三国ボート誕生、啓蒙普及キャンペーン実施 

S58. I . I 

I .24 

7 .9 

三国ボートフアンクラブ発足（478名） 

登録第2735号安心院信行選手殉職 

競走場本館正面玄関改装、ペアボート試乗会 

S59. 2 .18 

4 .13 

5 .8 

8 .14 

前日前売発売実施 

早朝前売発売及び外向前売発売実施 

一瀬伊太郎会長退任、 2代会長一瀬茂雄氏選任 

サマータイム、12レース制競走実施 

S60. 4 . I 

4 .18 

12. 7 

~ 2.20 

3P ボート導入、全レース12レース制実施 

スタンド前面ガラス、南玄関改装 

オンライン払戻システム導入 

38.56 豪雪をしのぐ大雪、交通麻庫のため9回1節競走中止 

S61. 2 .1 1 

6 .19 

9 .14 

1 1 .2 

スタート練習タイミング公表 

展示タイム公表、開設33周年記念特別競走、選手サイン会 

競走水面標識ポール移設 

モーター取イ寸けオープン実施 

S62. I .17 

3 .5 

4 .5 

10 .29 

新整備方式採用実施 

総務部企画統計調査課を廃し、審判部番組統計課を新設 

ランナバウト導入（12年ぶり復活） 

整備セミナー開講 

S63. 5 . 3 

9 .21 

1 1 .6 

プロペラ選手持ち試行 

発走用大時計更新、中央集計装置（MD F ）改善 

指令室、コンピューター室拡張新設、第1回wチャンピオンシップ競走開 

催（AB級別競走） 

選手の最低体重に関する重量調整実施 

S64. I . 7 昭和天皇崩御、 7 .8 競走中止 

H元．~ .22 

7 .12 

三国競艇施設改善研究会発足 

電話投票システム導入推進委員会発足 

麟麟麟鷺麟麟麟麟麟響麟鷺灘麟響 

福井県競走会 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

H元．9 」5 

I I . I 

1 1 .3 

綜合会館選手宿舎の選手居室増築 

電話投票加入者募集開始（平成2年4月稼働） 

三国町制100周年記念「モーターボート大賞」特別競走開催 

H2 . 1 .6 

3 .10 

3 .15 

4 .5 

5 .3 

5 .7 

6 .14 

7 .22 

8 .24 

9 .10 

9 .13 

節間売上最高記録更新（9回4節6日間3,271,387,600円） 

三国競走場シンボルマーク制定 

1 レース売上最高記録更彩i(3月15日12レース 192,434,800円） 

電話投票発売開始（加入者959名） 

競技進行一括方式の実施 

第25回総理大臣杯競走優勝岩口昭三選手祝勝会 

「花の万博」会員研修旅行 

海の記念日制定50周年記念「福井港ボート天国」 開催 

三国競走場新2号館建設に伴う 「仮設スタンド」 の起工式 

綜合会館選手宿舎の食堂、厨房改修 

セミマルチシステム導入、競走場売店、食堂の改修、駐車場の整備 

ピット全景 

ソンそで！m電ノノ’ノノでン4卿 'W~“”叩’’~z""" 
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“明るいびわこボート”の評価に呼応 

（社）滋賀県モーターボート競走会は創立 

40周年を迎えた今日、びわこボートの競走実 

施団体として、いまや湖国のレジャー界に確 

固たる地歩を占めるに至っているが、その道 

程は決して平坦ではなかった。 

初開催の翌年には、売上不振と台風被害が 

重なって閉鎖論さえ出ている。だが、全関係 

者の懸命の努力により苦難も次々と乗り越え 

て、着実に発展を続けてきた。 

しかしながら昭和56年に至り、創業以来初 

の減収という危機に見集われ、かつ、前後し 

て県公営競技調査委員会から公営競技施行に 

関し一歩後退の答申がなされるにおよび、び 

わこボート再生のための見直しが不可欠のも 

のとなった。 

折りしも業界では全体的に衰退の兆しが見 

えはじめ、中央では昭和56年を競艇元年と位 

置づけて「フアンあってのモーターボート競 

走」を理念とする長期ビジョンを策定。「いつ 

でも、どこでも、おもしろい競走」を合言葉 

に、新しいスタートが切られようとしている 

時期でもあった。 

びわこボート再生の第一歩として、明るい 

競走場づくりの推進を期すこととし、昭和58 

年1月から「びわこ競走場を明るくする運動」 

を展開。暗いイメージー掃のための諸準備を 

進めた。 

翌59年1月からは、地元警察の指導・協力 

のもと、全場一体となって暴力団、ノミ屋等 

に対する入場拒否措置を完全に実施・継続0 

今日における明るい場内環境が確立されるに 

至った。同時に、フアンニーズに沿った活陛 

化諸対策も、関係者一丸となって進められた。 

滋賀県競走会は、こうした変革の流れをリ 

ードすべく体制強化を図り、びわこボートの 

主要施策にも積極的に関与しながら、公正か 

つ魅力ある競走づくりを目標とする諸事業を 

推進した。 

10年にわたるびわこボート再生のための全 

場的努力は、漸次実を結びつつあり、昨今は 

「明るいびわこボート」とのフアンの評価も 

定まり、昭和61年度以降、連続して売上記録 

を更新するところとなっている。 

▲整備場 

競走会構成員の年度別推移 

履伯～~~= 
昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 
- ~ 

~ 

会 貝 33 34 33 33 33 34 33 33 35 35 

役 員（常勤●非常勤） 15 15 14 14 13 14 14 14 14 14 

職 員（含 嘱 託） 21 20 20 20 20 22 21 21 24 22 

臨時従業員（アルバイト） 26 26 25 23 23 23 23 23 24 25 

登 録 審 判 員 7 8 8 8 8 8 8 7 7 10 

登 録 検 査 員 6 7 7 7 7 7 8 8 9 12 

歴代会長 

代 会 長 名 任 期 

6 石 川 善 策 S50年4月～現 在 

滋賀県競走会 

歴代役員 

代 副会長名 任 期 

3 三 浦 弥 ― s55年4月～57年3月 

4 森地善 夫 S57年6月～H2年3月 

5 大西 茂 H2年4月～現 在 

代 専務理事名 任 期 

6 大西 茂 S55年4月～H2年3月 

7 西 村 晃 H2年4月～現 在 

※昭禾U56年1月～平成2年12月1日現在 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

S56. 3 . I 

9 .10 

9 .19 

10.21 

I I . I 

12. I 

12.23 

滋賀県大津保健所に体力診断用機器を寄贈 

会員及び役職員物故者慰霊祭挙行 

創立30周年記念式典挙行 

四者（施行者、競走会、びわこ企業、選手会）親睦ソフトボール大会開催 

第36回びわこ国体募金協力により感謝状を受ける（国体実行委員会） 

第36回びわこ国体警備協力により感謝状を受ける（県警本部長） 

第1回びわこ競走場売上向上対策委員会開催 

S57. 2 .23 

3 .1 1 

7 .6 

~ 0 .30 

第1回びわこ競走場企画実行委員会開催 

孝養の像除幕式挙行（滋賀ボート会館設置） 

第1回びわこ競走場最高責任者会議開催 

紺綬褒章受賞（第36回びわこ国体貢献） 

S58. I .15 

3 .6 

5 .8 

8 .9 

9 .26 

1 1 .19 

12. 7 

びわこ競走場を明るくする運動の展開（昭和58年中） 

びわこ競走場施設改善記念競走開催 

自衛隊協力により感謝」犬を受ける（陸上自衛隊大津駐とん地司令） 

びわこ競走場シンボルマークの愛称 「ビナチャン」 に決定 

監事出口市兵衛氏逝去 

びわこ競走場防災訓練実施 

総合事苗（防止第1位受賞（58秋期総合事故防止運動、事故率及び人身事故） 

S59. I . 5 

4 .8 

5 .10 

6 .24 

8 .8 

9 .19 

1 1 .14 

暴力団、ノミ屋その他不法行為者に対する入場拒否措置の完全実施（59年 

以降） 

早朝外向前売発売の実施 

競艇事業啓蒙のための京阪神懇談会発足（住之江、尼崎、びわこ） 

競走用モーター名称の数字を廃し地名（漢字）とする 

びわこ競走場第1回納涼カーニバル開催（びわこ花火大会協賛） 

環境改善記念びわこグランプリ競走開催（暴力団等完全締出し定着） 

更生保護事業協力により感謝状を受ける（県更生保護事業協会） 

S60. 2 .23 

10.18 

12.17 

第1回びわこ競艇フアンクラブ懇談会開催 

びわこ競走場総合警備訓練実施 

環境改善記念びわこグランプリ競走II開催 

S61. 6 .5 

7 .19 

7 .23 

1 1 .12 

展示タイム公表、エコーカウリング付喋斤ボート採用 

びわこ競走場総合警備訓練実施 

売上、 1 日、節間、新記録達成により受賞 

第1回荒法師賞競走開催 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S61.I2. 5 

12.21 

~ 2.25 

スタート事故防止第2位受賞（61年秋期総合事故防止運動） 

場間場外発売を初めて実施（第1回賞金王決定戦競走） 

スタート板を廃止し、レース番号板を採用 

S62. 2 .24 

7 . 1 

12.27 

第2回競艇広告大賞（奨励賞）を受賞（ポスター部門） 

スタート事故防止第1位受賞（62年前期スタート事故防止運動） 

濃霧により第9回第3節の開催を中止する（27日～30日） 

S63. I .23 

4 . 1 

6 .10 

7 . 1 

7 .27 

7 .31 

10.28 

連合会笹川副会長を講師に迎え講演会を開催 

スタート事故防止第3位受賞（昭和62年度） 

艇番号札に枠順と同色のカラーを採用 

スタート事故防止第1位受賞（63年前期防止運動） 

売上、 1 レース、 1 日新記録達成により受賞 

初の企業杯B.B.C（びわこ放送）カップ争奪戦競走開催 

舟券返還事故防止努力賞受賞（昭和62年度） 

S64. I . ~ 

~ .7 

スタート事故防止第1位受賞（63年後期防止運動） 

昭和天皇崩御により第10回第1節の競走後半3日間中止 

H元．2 .28 

5 .28 

6 .25 

7 .21 

9 .28 

売上1日新記録達成により受賞 

連合会笹川会長びわこ競走場においてフアンに挨拶される 

スタート事故防止第1位受賞（昭和63年度） 

売上1日新記録達成により受賞 

舟券返還事故防止努力賞受賞（昭和63年度） 

H 2 . I .31 

2 .26 

3 .22 

6 .8 

7 .20 

7 .24 

8 .4 

9 .14 

9 .19 

10.14 

監事奥村善太郎氏逝去 

第31回発明考案努力賞受賞 

びわこ競走場綜合警備訓練実施 

競技運営の「一括方式」を採用 

海事思想普及貢献で感謝状を受ける（近畿運輸局長） 

売上、 1 レース、 1 日、月間新記録達成により受賞 

第1回びわこ競走場フアミリーカーニバル開催 

四者（施行者、競走会、びわこ企業、選手会）石j刊I参会を開催 

台風19号の影響により第6回第2節第3日目の開催を中止 

第1回びわこクイーンカップ争奪戦競走（'90 女子リーグ第14戦）開催 

滋賀県競走会 
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社大阪府モータ 一
 

▲大阪府競走会事務所及び選手宿舎 

公正円滑な競技運営に総力 

麟欝欝麟難麟響麟響響繊繊麟響麟護 

大阪府競走会 

ランティア活動として参加していただいた関 

係者を招き、30周年記念式典を行い、本会の 

公益事業を広く社会にアピールした。また、 

平成2年7月には50周年を迎えた「海の記念 

日」の記念式典、行事に全面的に支援協力し、 

さらに、社団法人近畿海事広報協会に対して 

は、海事思想普及のための活動費として毎年 

400万円の寄附を行っているo 

一方、社会福祉事業にも積極的に参画し、 

毎年4月に大阪府下養護施設（老人ホーム） 

で生活するお年寄り1,000名を招き、一日寄席 

芸能により慰安する「鶴亀の集い」を開催し、 

平成元年には30回目を迎えた。また、笹川会 

長は毎年夏、冬2回、大阪府能勢町にある女 

子精神薄弱施設「三恵園」を慰問し、お菓子 

のプレゼントと激励をつづけている。 

さらに、大阪府下衛星都市では急激な宅地 

造成による人口増加に伴い救急需要か増大し 

たため、本会は昭和55年以降毎年大阪府下市 

明寸に救急自動車を寄贈し、その寄贈台数は 

10年間で130台に達した。また、増加の一途を 

たどる成人病の予防治療のため、大阪成人病 

予防協会に研究費として、この10年間で5,500 

万円の寄附を行った。 

▼確定表示板及び大型映像装置 

昭和56年、本会は創立30周年を迎え、簡素 

ながらも式典を実施し、また長年の懸案であ 

った新選手宿舎の建設に着手し、昭和58年4 

月、本会設立以来30年に亘る業績の結晶とし 

て、選手宿舎、事務所、体育館が一体となっ 

た新会館が完成した。 

ようやく景気回復の兆しが見えはじめた昭 

和60年には、競走法施行規則の改正により場 

外発売が許可され、新たな時代を迎えること 

となったが、住之江競走場においては、関連 

団体の緊密な連携により、電話投票システム 

等のニューメディア社会に対応する諸施策を 

積極的に推進し、売上額が若干ながらプラス 

に転じ、また、昭和61年には業界初の第1回 

賞金王決定戦競走を実施し話題となった。施 

設面では昭和58年に会員席（メンバールーム） 

の新設、昭和63年にはモーターボート業界と 

して初めて対岸に大型映像を設置、そして平 

成2年には平成5年の完成を目ざし約220億円 

を投ずる「住之江競走場環境美化実施計画」 

に着手等、常にモーターボート業界をリード 

する施策により、勝舟投票券売上額は引き続 

き全国第1位を堅持している。この間、本会 

は公正円滑な競技運営に総力を結集し、昭和 

61年度の事故防止において全国第1位の実績 

をのこした。 

本会は、受託業務の公正円滑な実施とあわ 

せ、海事思想の普及にも尽力した。大阪府下 

養護施設の中学生を招待し、ゴムボート競技、 

水泳教室等を実施する「海の子の集い」が、 

昭和63年に30回目を迎え、宝塚大劇場に約 

2,000名の養護施設の小、中学生及びその間ボ 

常務理事 
・」）・・癖 

総 

務 

部 

み
輝
患
曇
か
毒
番
毒
．
電
意
雄
麟
“
4
，
叫
兼
繋
（
毒
奪
m
？
毒
麟
尋
A
 （一 

？

一

 

業
 
務
 
部
 

ー
 

総 

務 

課 

母（喜 

経 

理 

課 

企 

画 

課 

'‘】・』．“〈【井誹割一竜薄二声、】『「．，】【・・（寺，・笹い争・ド／ 

競 

技 

課 

ー

ー

 

み
ぞ
蝋
一
薯
幕
就
難
 

検 

査 

課 

審 

判 

課 

り
密
）
曹
か
●
譲
レ
簾
警
賓
『
g
ー

 

番
組
編
成
課
 

喜ま，唖・’・、 
「

一

 

」
 

γ 

h
ス
嶋
什
峯
軸
敵
尋
激
醸
】
 

（平成2年12月現在） 

288 289 



競走会構成員の年度別推移 

「滴~遮二 昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 51 47 45 43 43 42 41 37 37 36 

役 員（常勤●非常勤） 10 9 11 11 11 10 10 11 11 11 

職 員（含 嘱 託） 40 42 41 38 38 35 38 36 34 36 

臨時従業員（アルバイト） 50 47 46 44 37 33 34 33 30 30 

登 録 審 判 員 15 17 18 16 14 14 13 14 13 12 

登 録 検 査 員 13 15 17 16 14 14 13 14 13 12 

歴代会長 

代 会 長 名 任 期 

4 笹 川 良 ― S48年8月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

メンバーズルーム 

歴代役員 

代 副会長名 任 期 

6 松 岡 賛 城 S42年9月～現 在 

、 

代 専務理事名 任 期 

初 蔭 山 幸 夫 s50年5月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S56. 4 . 

6 . 

7 . 

9 . 

a 
J 

第22回「鶴亀の集い」（府下養護施設老人招待） 

オール女子レース、21年ぶりの復活 「ささゆり賞」 

第23回 「海の子の集い」（府下養護施設中学生招待） 

創立30周年記念式典 

新会館（選手宿舎、事務所、体育館）着工 

S57. 4 . 

6 . 

7 . 

第23回 「鶴亀の集い」 

府下12市田升寸に救急自動車寄贈 

第24回「海の子の集い」 

S58. 4 . 

4 . 

7 . 

8 . 

新会館（選手宿舎、事務所、体育館）完成 

第24回「鶴亀の集い」 

第25回 「海の子の集い」 

府下10市111肘に救急自動車寄贈 

S59. 4 , 

6 . 

8 . 

第25回「鶴亀の集い」 

第26回 「海の子の集い」 

府下10市町村に救急自動車寄贈 

S60. 4 . 

7 . 

I I . 

~ 2. 

第26回「鶴亀の集い」 

第27回 「海の子の集い」 

電話投票開設に伴う競技情報の入力開始 

府下12市FB井寸に救急自動車寄贈 

S61. 4 . 

7 . 

10. 

12. 

第27回 「鶴亀の集い」 

第28回 「海の子の集い」 

府下7市町村に救急自動車寄贈 

「第1回賞金王決定戦競走」 

S62. I . 

3 . 

4 . 

7 . 

~ 2. 

微電界無線装置（大時計連動秒時音・危険信号音・ゴール通告信号音）を 

本番レースに採用 

事部く防止全国第1位達成 

第28回「鶴亀の集い」 

第29回 「海の子の集い」 

府下11市田井寸に救急自動車寄贈 

S63. 4 . 

6 . 

7 . 

7 . 

第29回「鶴亀の集い」 

審判用VTR自動追跡システム導入 

第30回 「海の子の集い」 

「海の子の集い」30周年記念式典 

大阪府競走会 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

S63. 12. 府下13市町村に救急自動車寄贈 

H 元．4 . 

7 . 

~ 2. 

第30回 「鶴亀の集い」 

第31回 「海の子の集い」 

府下12市田肘に救急自動車寄贈 

H2 .4 . 

7 . 

10. 

第31回 「鶴亀の集い」 

第32回 「海の子の集い」 

府下13市田肘に救急自動車寄贈 

競技棟全景 

警熱挙。」算お算峯どお与ブm、’．ダ共、’”「叱、り叱戸／ン奪「J、二告／」9 マ、I 

譲尋・観議I加鱗麟麟舞鰍議I鷺暴葡葦議轟茎、蛇轟j誠f￥篇麟融蕊麹轟畿 

ぐ掌鷲g務灘繊典麟撫珠競選ミ護篇慧議薫 

。考り軍りダ郡弾ら。7らプ婆碑噂ぎい男誌嚇「鷲「或ず「ン鼻三ン、、 

＃慧遺驚v7舞線麟麟募●賢響暴麟舞譲議慧か躍；罵鷲誉三iぎ。写I嚇翼瞬鷺鶴ど.繰ソ聴 

事務局長 

ー

‘

ー

ー

 

総 

務 

部 

庶
 

務
 

課
 

り
？
・
？
」
”
り
奪
w

峯
一
 

経
 
理
 
部
 

競
 
技
 
部
 

審
 
.H
・
‘
 

B
・ 

牢
十
 

立
ロ
 

事 

業 

部 

〉・y 

管

財

厚

生

課

 

企 

画 

課 

ポ

ー

ト

ピ

ァ

課

 

・『・牽W
甘
ぎ
・
・
寺
」
慌
】
W
ぞ
，
い
γ
（
暑
器
〉
毒
、
」
・
．
 

経 

理 

課 

〈
占
〈
、
v
、
‘
ら
羊
？
W
六
】
峯
津
、
”
“
・
‘
 

競
 

技
 

課
 

検
 

査
 

課
 

管 

理！ 

課 

審
 

判
 

課
 

事
業
サ
ー
ピ
ス
課
 

調
 

査
 

課
 

『
枠
峯
話
 

番 

組 

課 

立 

花 

寮 

（平成2年12月現在） 
一
 

、

・

、

、

ミ

、

ミ

ミ

、

、

、

、

ミ

、

、

、

、

、

、

、

ミ

、

、

、

、

、

、

、

ミ

ミ

、

ミ

、

、

・

、

ミ

こ

ミ

ー

・

、

、

 、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

・

ミ

、

、

、

、

、

、

、

ミ

ミ

・

、

、

ミ

、

、

、

ミ

、

ミ

ミ

ミ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ミ

、

、

、

、

、

、

、

、

ミ

、

、

、

ミ

こ

ミ

、

、

、

、

、

、

、

、

・

ミ

、

、

、

、

、

、

、

ミ

、

、

、

、

ミ

ミ

ミ

‘

、

ミ

、

、

、

、

ミ

、

、

、

ミ

ミ

え

、

ミ

、

、

、

、

、

ミ

、

、

、

、

、

、

、

、

ミ

、

、

、

ミ

ミ

、

、

、

、

、

ミ

ミ

，

、

、

、

ミ

、

、

、

，

，

、

、

，

,

,

'

'

 

292 293 



ボートピア姫路のオープンで新たな躍進へ 

昭和56年は、モーターボート競走法制定30 

周年「競艇元年」であり、また当会創立30周 

年という記念すべき年であった。 

翌57年3月20日、向井繁人会長が病のため 

死去。同年6月9日に本岡芳一副会長が4代 

会長、青池和男氏が専務理事、新役員として 

末松五郎、下村有二の両氏が常務理事に、そ 

れぞれ就任。また、事務局組織においては、 

主要部門に若手職員を登用して、新体制がス 

タートした。 

しかしながら売上面では、昭和55年度の1 

日平均約7億円台をピークに、入場人員とも 

ども減少傾向にあり、一段と厳しい情勢下に 

あった。 

この難局を打開するため、役職員は一致団 

結。同時に、尼崎●伊丹両市施行者と相協力 

して、売上、入場人員減少への歯止めならび 

に向上対策へと積極的に取り組んだ。 

競走の演出効果とファンサービスを図るた 

めの一端として、昭和58年1月よりキャリア 

フラッグギャルを採用、同年3月18日からは 

レースダイジェストの場内早朝放映を開始、 

5月30日よりカウリング付き新型ボートを使 

用し迫力あるレースの提供を、 7月には機関 

誌「ボートファン」の創刊発行を、さらに10 

月29日からはエキサイティングレースの場内 

放映を開始、と矢継ぎ早に展開していった。 

また、昭和59年7月8日には、開設以来30 

有余年にして初めて“競走場を一滴大衆に開 

放”し、「アマチュアモーターボートレース尼 

崎グランプリ」と「尼崎ボート祭」を開催o 

約23,000名の観衆を集め、好評を博した。現 

在は、選手権競走、センタープールフェステ 

ィノぐルとして定着している。 

この他、PR活動として、競走会職員による 

主要駅ターミナルでの街頭キャンペーンも実 

施、現在に至っている。 

環境整備では、昭和59年5月14日、長年の 

念願であった選手専用宿舎「立花寮」が、尼 

崎市水堂町1丁目にて竣工した。 

こうして尼崎、伊丹両市とも協力して、売 

上向上への効率的な諸施策を実施してきたそ 

の努力により、昭和60年度に至ってようやく 

売上は前年度をやや上回る伸び率を示してき 

た。なお同年4月8日からは、かねてより養 

成してきた男性放送員によるプロとしての実 

況放送を開始している。 

昭和62年5月、尼崎競走場では20年ぶりの 

5大競走となる第14回笹川賞競走を開催。大 

型映像および来賓室の設置や、30,000人カー 

ニバル、前夜祭等、関係者が一丸となっての 

さまざまな施策を効果的に展開した結果、臨 

時場間場外10場の発売額を含め、すべての記 

録を更新した。 

以来、これら関係者の自助努力が実を結び 

平成2年の現在においては、初開催以来最高 

の売上を記録している。 

こうした中、業界初の本格的場外発売場（ボ 

ートピア姫路）の建設に向け、関係者一体と 

なって努力。平成3年1月9 日、無事オーフ。 

ンの運びとなった。売上もオープン以来好調 

で、当初の予測を大幅に上回る結果をみせて 

いる。また、ボートピア姫路は業界では初め 

て、舟券発売業務を施行者から本会が委託を 

受け実施し、従来の競走会業務をさらに拡大、 

新たな躍進へ向けて努力を続けている。 

競走会構成員の年度別推移 

履トき遮 
昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 32 36 34 35 34 37 35 35 35 35 

役 員（常勤●非常勤） 10 13 13 13 13 14 13 14 14 14 

職 員（含 嘱 託） 44 43 45 44 44 43 42 42 43 42 

臨時従業員（アルバイト） 32 35 35 31 31 31 33 35 36 41 

登 録 審 判 員 14 14 14 17 17 18 18 18 19 21 

登 録 検 査 員 15 16 17 20 20 21 21 21 22 24 

歴代会長 

代 

3 

会 長 名 

向 井繁 人 

任 期 

S34年1月～57年3月 

代 

4 

会 長 名 

本 岡 芳 ― 

任 期 

S57年6月～現 在 

〔略 歴〕 

神戸水上消防団団長、株式 

会社永宝商会取締役会長、 

兵庫県競走会理事長及び副 

会長を歴任 

〔略 歴〕 

神戸市消防局消防吏員 

兵庫県競走会常務理事、専 

務理事及び副会長を歴任 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代役員 

代 副会長名 任 期 

5 本 岡 芳 ― S49年6月～57年6月 

代 専務理事名 任 期 

5 青 池和 男 S57年6月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

▲装着場 

兵庫県競走会 
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年 月 日 

S 56. 10. ~ 

12.20 

12.26 

競走会創立30周年記念式典を挙行 

社団法人兵庫県モーターボート競走会“30年の歩み”発刊 

子供広場整備 

S57. ~ .28 

3 .20 

6 .9 

7 . I ~6 

8 . 9 --'I0 

I0.I l'--'I2 

1 1 .16 

警備センター整備 

向井繁人会長病のため逝去 

本岡芳一氏が会長に就任（神船監235 号認可） 

開設30周年記念井寺別競走を開催 

第28回モーターボート記念競走（蒲郡競艇場）特別発売を実施 

第29回全日本モーターボート選手権競走（桐生競走場）特別発売を実施 

臨時総会を開催（選手宿舎土地購入にっいて） 

S58. I .10 

I .10 

I .22 

3 .18 

3 .27 

5 .30 

7 . 1 

7 .14 

7 .19 

10. 4 

10 .29 

「尼崎ボートフアンクラブ」 の設立（会員数2,039 名） 

キャリアフラッグギャルを採用 

ランナー戦を6RからSRに変更 

選手宿舎建設地元説明会を立花福祉会館において開く 

レースダイジエストの場内放送開始 

カウリング付き新型ボートを使用 

機関紙「ボートフアン」 創刊号を発刊 

選手宿舎立花寮の地鎮祭を挙行 

9号館改築 

臨時総会を開催（選手宿舎建設にっいて） 

エキサイテイングレースの場内放映開始 

S59. I .28 

2 .12 

3 .25 

5 .13 

5 .14 

7 .8 

7 .12 

~ I .24へノ25 

12.10 

12.15 

第27回近畿地区選手権競走アマガサキ・ボート祭りを開催 

カウリング付き新型ランナバウト使用 

フアン懇談会を開催 

京阪神懇談会く尼崎・住之江・びわこ＞ によるイべント “サンデーなんで、 

もノぐラエテイー” をアクテイ大阪朝日放送エキスタにおいて開始 

選手宿舎立花寮の竣工式を挙行 

アマチュアモーターボートレース尼崎グランプリ＆アマガサキサマーカー 

ニバルを開催 

フアンのペアボート試乗会を実施 

フアンモニタ-20名三国競走場の見学会を実施 

スタートタイミング練習場内テレビで公表 

競走会職員による街頭キャンペーンを開始 

年 月 日 事 柄 

S60. 3 . 9 

3 .26 

4 .8 

4 .8 

6 . 1 

10.27 

第4回神戸国際ボートショウにボート・モーターを出展PR 

フアン休憩戸斤（大屋根テント）設置、噴水、便所改築 

尼崎市営第1回第1節から1日のレース数10レースを12レースに戻した 

男性放送員による実況放送を開始 

エンスト回り直しルールを改正、チルドアジャスターオーフン 

全日本アマチュアモーターボート選手権大会＆尼崎センタープールまっり 

を開催 

S61. I .30 

3 .26 

3 .26 

4 .25 

7 .13 

9 .8 

9 .29 

10.16 

10.16 

12. 2 

12. 2 

新整備方式を導入 

正門及び入場券発売場改築 

電話投票開始（会員数1,320 名） 

展示タイムの公表 

尼崎市制70周年記念行事「海っ子、尼っ子夏まっり」に協賛 

尼崎競走場総合警備訓練を実施 

競走会創立35周年記念祝賀会を開催 

2周レースを実施 

尼崎市制70周年記念競走を開催 

施設改善記念特別競走を開催 

チルト角度公表 

S62.3 .I0 

4 . 1 

4 .16 

4 .29 

4 .30 

り．乙へーI 

5 .25 

7 .30 '8 , 2 

8 .27 

9 .23 

11号館内部修正（来賓室設備） 

審判部コンピュータシステム導入 

大型映像装置設置（三菱オーロラビジョンマークII）使用開始 

イべント笹川賞30,000人カーニバルを阪ネ申ノぐークで開催 

笹川賞前夜祭「山本譲二歌謡ショー」 をアルカイソクホールで開催 

第14回笹川賞競走開催（場間場外発売、桐生、戸田、江戸川、多摩川、浜 

名湖、常滑、三国、児島、徳山、芦屋計10場） 

場内正面フアン通路改築 

第21回尼崎子供ゴムボート大会を開催 

第2回海の祭典行事協賛（クイーンふらわあ2による青少年海洋教室を実施） 

第1回伊丹市子供ゴムポート大会（ゃまびこちびっ子フエステイバル）を 

開催 

兵庫県競走会 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

S63. 3 .19 

4 . I6'--- I9 

7 .23 

9 .8 

9 .16 

2・3号館前カラー舗装 
 -I 

女子選手定期訓練及び新人選手臨時訓練を実施 

青少年カッター教室を開催 

場内テレビ2元化 

近畿中四国競走会会長会議を開催 

H元．I .25 

2 .16 

6 .15 

新鋭王座決定戦競走を開催 

末松五itβ常務理事病のため逝去 

NEW1 P パワーボートを採用 

H 2 . I .25 

3 .8 

10.10 

I I . I 

フアンモニター一日競技委員長を委嘱 

ピット揚降装置使用開始 

本番ピット枠順変更 

対岸スタートOK表示使用 

正門 

醜難三一“血撚 

篇麟難轟鶏‘ 
畿“ 
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「選手賞金2 号基準」適用で続伸中 

昭和28年度初開催の売上は、1日平均457万 

円、入場人員1日平均2,791人であったo それ 

が、平成2年11月末では、売上1日平均2億 

7,016万円、入場人員1日平均5,825人と伸び 

ているo 

だが、ここまでくるには全関係者の並々な 

らぬ努力があったことも確かである。 

鳴門競走場は、昭和55年1月6日の正月レ 

ースで1日最高売上（668,441,700円）を達 

成o 昭和55年度は年間を通し、選手賞金2号 

基準で競走を開催した。 

この年（田中要第10代会長の時期）建設を 

開始した「海洋会館」は、翌昭和56年3月に 

竣工を迎え、当会事務所はここへ移転するo 

その後、国内経済の不況とともに業界は厳 

しい状況におかれ、売上も昭和60年度まで下 

降線をたどることになるo 

当会はこれへの対策として、予算面の縮小 

はもとより冗費の節約に努めながら運営に当 

たるが、公正かつ円滑な運営を行う上でつい 

には、海洋会館を鳴門市へ譲渡せざるを得な 

かった。 

昭和60年6月になると大鳴門橋が開通。こ 

れに伴い、淡路島方面のフアン獲得に成功す 

る。また、競走場周辺の交通対策はもとより 

地域周辺の道路整備、施設の改善等、あらゆ 

る施策を行った。 

この頃から、国内景気の回復とともに、低 

迷を続けてきたモーターボート競走業界にも 

ようやく回復の兆しが見えはじめてきたo 

昭和61年1月には、業界関係者の努力が実 

って、当競走場もオール12レース制で開催で 

、 

きることになったo 

この間、当競走会会長は、昭和57年6月よ 

り岸清光第11代会長、平成元年8月より勘川 

哲明第12代会長へと改選されている。また、 

同じ日剖t月、当初より苦労を共にしてきた職員 

数名が定年退職を迎えることになり、当会は 

競走会の事業計画に基づき、毎年実務者の養 

成を行ってきた。平成2年11月末においては 

その数17名となっているo 

平成元年度における売上は、関係者の努力 

とここ数年の景気拡大にも支えられて、鳴門 

競艇開設以来、史上最高の売上を記録（1日 

平均2億5,930万円）し、平成2年度からは昭 

和55年度に次ぐ「選手賞金2号基準」にて開 

催された。 

競走会特別事業としては、昭和44年より始 

めた「山の子供招待」が第22回を迎えたのを 

はじめ、第19回少年剣道練成大会、第18回敬 

老会を、それぞれ継続的に実施している。 

昭和46年に建設した選手宿舎も、狭くかつ 

老朽化が進んでいるため、平成元年その建設 

計画を審議し、選手宿舎建設委員を選出する 

とともに各競走場の模範的な宿舎等の視察を 

行った。 

次いで平成2年、鳴門市の協力により建設 

場所を決定し、施設改善専門委員会の審査を 

受け、平成3年秋ごろには完成予定の運びと 

なっている。 

競走会構成員の年度別推移 

〒盲~ 
昭 和 三＝平 一成一ーー 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 69 69 69 69 69 76 76 76 76 73 

役 員（常勤・非常勤） 15 14 14 14 14 14 14 12 12 13 

職 員（含 嘱 託） 27 25 24 23 20 23 24 26 25 24 

臨時従業員（アルバイト） 29 26 26 23 21 20 19 19 20 20 

登 録 審 判 員 11 11 11 11 11 12 12 13 14 14 

登 録 検 査 員 12 12 12 12 12 13 13 14 15 15 

歴代会長 

代 

9引 

会 長 名 任 期 

〔略 歴〕 

鳴門市議会議員 

代 

〔略 歴〕 

鳴門市議会議員 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

え歴代役員 

10 

会 長 名 任 期 

S47年7月～57年3月 

〔略 歴〕 

鳴門市議会議員 

代 副会長名 任 期 

15魂3 勘 川 哲 明 S53年7月～H元年7月 

代 専務理事名 任 期 

3 
5 斎 田 重 雄 S39年5月～43年5月 

S47年6月～63年10月 

6 小 山 正 俊 H元年8月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

徳島県競走会 
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年 表 

年 月 日 

S56. 7 .29 

8 .6 

8 .23 

9 .15 

9 .27 

10.17 

第13回山の子准甘召待 勝浦郡上勝町 旭小学校 

ョット教室開講 

第10回県下少年剣道錬成大会を開催 

敬老の日に金婚該当者に第9回記念品贈呈 

osP 四国大会鳴門グランプリ競走開催 

第1回桐生、鳴門親善都市記念競走を開催 

S57. 4 .25 

6 .3 

6 .19 

8 .2 

8 .22 

9 .15 

I I .28 

田中会長療養中逝去 

『孝養の像』除幕式（中央入場口前） 

岸清光氏会長に就任（11代） 

第14回山の子供招待 麻植郡美組防寸 種野小学校 

第11回県下少年剣道錬成大会を開催 

敬老の日に金婚該当者に第10回記念品贈呈 

第1回全日本osP選手権大会開催 

S58. 2 .3 

5 .9 

8 .5 

8 .21 

9 .15 

9 .17 

競走会事務所を鳴門市撫養町大桑島字gこ岩浜7の6に移転 

第10回中四国地区競艇関係者武道大会開催 

第15回山の子供招待 三好郡山城町 政友小学校、大和小学校 

第12回県下少年剣道錬成大会を開催 

敬老の日に金婚該当者に第11回記念品贈呈 

5m 空中線切断、レース中止（第1レース発走後） 

S59. 2 . 5 

4 .4 

7 .24 

8 .26 

9 .15 

12.31 

笹川連合会々長フアンに挨拶のため来場 

海洋会館譲渡（鳴門市） 

第16回山の子供招待 勝浦郡上勝町 上勝西小学校 

第13回県下少年剣道錬成大会を開催 

敬老の日に金婚該当者に第12回記念品贈呈 

条件っき12レース制で開催 

S60. 5 .12 

5 .26 

6 .10 

7 .21 

7 .23 

7 .31 

8 .3 

第3回全日本osP選手権選抜シリーズ鳴門グランプリ開催 

笹川連合会々長フアンに挨拶のため来場 

大鳴門架橋開通記念日 

第1回オール女子渦の女王決定戦競走の開催にあたり、淡路島、徳島方面 

へキャンペーンを行う 

7 /23-28大鳴門架橋開通記念競走開催（サマータイムレース） 

第17回山の子供招待 美馬郡半田町 日浦小学校、川原柴小学校 

8 /3 ~ 7第1回オール女子渦の女王決定戦競走開催（サマータイムレース） 

年 表 

年 月 日 

S60. 8 .18 

9 .15 

~ 2.29 

第14回県下少年剣道錬成大会を開催 

敬老の日に金婚該当者に第13回記念品贈呈 

情報紙『なると』第1号創刊号発行 

S61. 7 .3 

7 .30 

8 .8 

8 .13 

8 .24 

8 .30 

9 .15 

7 /3 ~4 県警機動隊による水難救助訓練実施 

第18回山の子准甘召待 勝浦郡上勝町 上勝東小学校 上勝西小学校 

ゴムボート、カヌー大会開催 

8 /13-14親子ペアボート試乗会 

第15回県下少年剣道錬成大会を開催 

総合警備訓練実施 

敬老の日に金婚該当者に第14回記念品贈呈 

S62. 3 .13 

4 .2 

8 .3 

8 .1 1 

9 .13 

9 .15 

10.10 

12.23 

展示タイム公表 

ランナー戦採用 

整備セミナー開講 

第19回山の子供招待 那賀郡鷲敷町、阿井小学校 平野小学校 

第16回県下少年剣道錬成大会を開催 

敬老の日に金婚該当者に第15回記念品贈呈 

笹川連合会々長フアンに挨拶のため来場 

自動発艇装置（3レース分）導入 

S63. I .30 

5 .10 

6 .9 

8 . 1 

8 .10 

8 .13 

8 .21 

9 .15 

1 1 .25 

笹川陽平副会長講演のため来鳴 老人福祉センター 

第15回中四国地区競艇関係者武道大会開催 

1 レース最高売上 171,778,700円（第35周年記念優勝レース） 

総合警備訓練実施 

第20回山の子供招待 勝浦郡勝浦町、生比奈小学校 

展示タイム自動測定器導入 

第17回県下少年剣道錬成大会を開催 

敬老の日に金婚該当者に第16回記念品贈呈 

西側13m防風フエンス完成 

H元．4 .~6 

5 .17 

7 .27 

8 .8 

8 .10 

8 .13 

9 .15 

笹川連合会々長フアンに挨拶のため来場 

5 /17-20天皇陛下植樹祭のため、県外警察官選手宿舎に宿泊 

第21回山の子イ共招待 美馬郡穴吹町、測名小学校、川原小学校 

勘川哲明氏会長に就任（12代） 

整備場監視カメラ装置設置 

第18回県下少年剣道錬成大会を開催 

敬老の日に金婚該当者に第17回記念品贈呈 

徳島県競走会 
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年 表 

年 月 日 

H 2 . I .20 

4 . 1 

8 .4 

8 .22 

9 .9 

9 .15 

事 柄 

電話投票発売開始 

選手賞金1号基準より2号基準で適用 

第22回山の子供招待 美馬郡木屋平村 木屋平小学校 

スタート練習、展示航走一括方式採用 

第19回県下少年剣道錬成大会を開催 

敬老の日に金婚該当者に第18回記念品贈呈 
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瀬戸大橋開通でエリア拡大、活性化へ 

昭和56年、モーターボート競走法制定30周 

年を機に、笹川連合会会長はこの年を競艇元 

年と名付け、業界関係者は初心にかえり一致 

協力してモーターボート競走の新しい門出に 

しようと提案された。 

第1次、第2次の石油ショックに起因する 

景気の低調に伴い、当競走場では、昭和54年 

度の1日平均売上25,600万円の最高売上も翌 

55年を境に5年連続低下。昭和59年度には1 

日平均売上18,400万円と最悪の状態にまで下 

がり、競走会自体の運営にも大きな影響を及 

ぽした。 

関係者は、苦しい運営に対処するため経費 

の節減と合理化を図り、連合会の賦課金規定 

の改正による賦課金の低減、負担金について 

の軽減等により対応するべく努力を重ねた。 

また一方では、モーターボート競走連絡協 

議会の現地調査の結果による、当会「選手宿 

舎」についての改善要請に基づき、昭和56年 

2 月28日、建設用地として市公有地を購入 

し、 4月7日着工o ll月20日に選手宿舎「富 

士見荘」が竣工した（総工費37,000万円、鉄筋 

コンクリート造2階建、床面積1,227,173m2) 。 

落成式は12月23日に挙行し、12月30日の正 

月レースより使用したo 

当会創立30周年記念式典は、昭和57年2月 

22日、新装なった選手宿舎・富士見荘におい 

て役職員、従業員出席のもとに挙行され、若 

山会長より「30年の回顧」、ならびに昨今の不 

況に対処していきたい旨の挨拶があった。 

モーターボート業界は、オイルショックに 

起因する省ェネ政策に協力するため、自主的 

暫定措置として、昭和49年1月より10レース 

制を実施してきた。しかし社会晴勢の変化も 

あり、売上向上を図るために昭和60年4月1 

日、条件つきながら「12レース制」を復活さ 

せた。 

同時に、3P ボートの採用やモーター取付オ 

ープン化 番組編成業務の競走会への移行、 

多彩なイベントの実施等の施策も次々と打ち 

出され、景気の回復も手伝って、昭和60年度 

は前年度に比し、売上4.8%、入場人員1.7% 

と、 5年ぶりに僅かながら上昇をみることが 

できたのであった。 

さらに昭和61年には、モーターボート施行 

規則の改正（S. 60.9.14）により、業界第1 

号として丸亀競走場専用場外発売場「ボート 

ピアまるがめ」が8月12日オープン。当初の 

予定を上回る1日平均4,035,700円の売上を 

示すなど、順調なすべり出しであったo 

また、市競艇事業部に加藤文穂助役が就任、 

陣容を一新して積極的施策を推進した。競走 

会もこれに対応してレースの運営に当たった。 

以後、施行者、競走会が一体となって努力 

した結果、糸載斉清勢の回復ともあいまって好 

調な成果を上げている。 

昭和62年は、第33回モーターボート記念競 

走（7.31-8.5）に対応するため競走会事務所 

の1階・ 2階、および外部の全面的改修、改 

装を行った。 

翌63年4月10日、瀬戸大橋が開通し、これ 

に伴い、交通網やェリアの拡大、サービス、 

PR等も積極的に実施。児島競艇との日程調整 

をも考慮し、売上向上に努めた。 

平成2年の第36回モーターボート記念競走 

(8.2--8.7）は、関係者の全面的な協力によ 

り、過去最高の売上となったo l レース 

293,645 ,400円（優勝戦）, 1 日平均 

708,143,367円、節間4,248,860,200円などの 

売上記録と、さらには6日間無事故という快 

挙をも達成したのであった。 

現在、当会では女子選手宿泊室および倉庫、 定で工事進行中であるo 

車庫等の増築のため、宿舎敷地北側の市所有 また施行者においては、ポートピア第2, 

地401. 04m2を購入し、平成3年3月完成の予 第3号店開設に向けて、鋭意努力している。 

▲場内子供遊園地 

競走会構成員の年度別推移 

~遮～ 
日召 禾日 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 88 86 86 87 86 85 83 82 80 76 

役 員（常勤・非常勤） 10 9 11 10 10 9 9 10 10 10 

職 員（含 嘱 託） 22 24 23 23 22 22 23 24 26 26 

臨時従業員（アルバイト） 30 26 23 23 22 20 20 17 20 20 

登 録 審 判 員 9 9 11 12 12 13 13 15 15 15 

登 録 検 査 員 8 8 10 11 11 12 12 14 14 14 

歴代会長 

A , 旦 タ 
本 」× ロ 

若山好雄 

任 期 

S53年7月～現 在 

ム 

冨桧長、琴F海援婆雷桧長倒国モーター 
ボート競走会蛤餌桧長、調蘇安協会 
瑠i, B&G馴『Iu婆、全国モーターボー 

磯起懸鰯怯憐駄、御記念会館 
翻胎常鯉事、モーターボート整備士 
飼度委員会委員長、全戦綬瀦椿霊協会 
醇、割県言勝胎橋般鳩法人会顧 
腺万象灘夢、瀬ョ鱗激鯉事、香川 
懸う酸全協会名誉会長 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代役員 

代 専務理事名 任 期 

3 大西光 雄 S53年5月～59年5月 

4 天 辺 幸 義 S63年5月～現 在 

※昭禾U56年1月～平成2年12月1日現在 

香川県競走会 
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年 表 

年 月 日 

S 56. I I .20 選手宿舎「富士見荘」竣工 

S57. 2 .22 

3 .19 

8 .13 

I I . 

競走会創立30周年記念式典挙行 

第1回丸亀競走場最高責任者会議開催 

第1回丸亀競艇場企画実行委員会開催 

若山会長勲四等瑞宝章授与 

S58. 7 .17 

10.13 

1 1 .16 

第1回丸亀競艇運営合理化推進研究会開催 

丸亀競走場運営協議会開催 

若山会長日本顕彰会運輸交通関係功労者表彰される 

S 59. 4 .1 1 

5 .17 

5 .31 

6 . 1 

7 .25 

12.31 

ライナー取イ寸けオープン実施 

お城まっり女王決定戦開催 

大西光雄専務理事退職 

氏家 優、天辺幸義2氏常勤理事に就任 

第1回少年少女体験航海、高松海上保安部と共催で開催 

西山弥太郎常務理事退職 

S60. I . I 

4 . 1 

4 .6 

7 .29 

8 .26 

9 .1 1 

9 .12 

番組編成業務の移行 

12レース制復活、 3P ボート導入 

準優制を採用 

施行者とともに暴力団、ノミャの入場阻止 

施設改善記念特別競走開催 

場内テレビでライナー取イ寸け情報を公表 

第1マーク消波フエンス設置 

561. 3 .16 

5 .17 

5 .31 

6 . 1 

6 .15 

6 .30 

7 .13 

8 .7 

10. 7 

10.18 

w 準優勝戦採用 

業斤鋭リーグ戦第4戦開催 

合田重雄常務理事退職 

競走会内部改装工事完了、氏家優氏、天辺幸義氏が常務理事に白峰一夫氏 

が常勤理事に就任 

サンデータイムでレース開催 

ゲストルーム開設 

後川選手の航走にっいてフアン4名来会し厳重な抗議あり 

「ボートピアまるがめ」落成 

ランナーボート導入 

施設改善記念特別競走開催 

S62. I .15 

2 .14 

モーターボート大賞競走開催 

進入固定レース採用及びピット枠変更 

年 表 

年 月 日 

S62. 4 .24 

4 .25 

7 .31 

8 .8 

8 .28 

1 1 .26 

S63. 3 .29 

4 .16 

5 . 1 

5 .20 

6 . 1 

8 .26 

10.16 

1 1 .15 

1 1 .15 

12. 7 

H元．~ .~3 

I .21 

2 .16 

3 .5 

4 . 1 

7 .30 

10.25 

12.12 

H 2 .6 . 1 

6 . 1 

7 .19 

8 .2 

競走会事務局OA化完成なる（端末機、ワープロ、ファックス、コピー機） 

競艇場内 「こどもの国」遊園地落成 

第33回モーターボート記念競走開催 

地元選手の整備セミナー実施 

インフォメーションセンター開設 

第1回ニューメテソアコミュニティー構想推進委員会開催 

スペシャルルーム開設 

モーターボート大賞競走開催 

若山会長四国海事広報協会副会長就任 

第1回琴平海洋会館運営専門委員会開催 

若山会長琴平海洋会館副会長に就任、天辺幸義氏専務理事に就任、白峰一 

夫常務理事に就任 

競走会鎮西正和理事逝去 

3P ボートを廃止 

ニュ-'P ボート導入 

中四国地区競艇保安協会設立 

ライナー取イ寸け制限にふみきる 

施設改善記念特別競走で売上、入場者とも新記録達成 

浅羽喜二郎氏競走会理事に選任される 

若山会長丸亀商工会議所参与に就任 

競走場内イベント広場完成 

ランナー戦を廃止 

第1回国分寺B&G 海洋センター研修会開催 

船舶振興会から舟券売トト昇率最高記録賞を受賞 

公営競技初の現金自動支払機導入 

若山会長連合会副会長に就任 

若山和夫氏競走会理事に就任 

車線変動システム導入 

第36回モーターボート記念競走開催 

香川県競走会事務所ト 

香川県競走会 
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(tb岡山県モーターボート競走会 

▲児島競走場全景 

喜『J ミ隷言雄ョー 

検 

査 

課 

成年期を迎え、益々充実の明日を目指す 

欝響麟苫麟響響華警難響離麟難灘掌響響襲鷺織灘驚 

岡山県競走会 

JR児島駅がレース場の玄関口として営業を開 

始して、関係者の努力もようやく実を結びは 

じめた。 

一方、当会にあっては6イゼ州脇勝太郎会長 

が7期14年在職し、各関係先と太い紳を築く 

とともに厳しい財源から資金を蓄積、平成元 

年10月競走場隣地に新児島ボート会館を落成 

させた。 

その洲脇会長も平成2年、新事務所の完成 

移転を機に勇退し、名誉会長に就任。 7代西 

山保新会長が誕生したo 

平成3年を迎えたいま、元会長高原碧山氏 

も故人となり、開設当初よりかかわりのあっ 

た役員もそれぞれ退任と、当会も、名実共に 

創設時代に幕を降ろし、いまや青年期をも脱 

皮しようとしている。 

法制定40周年という「成年期」の入り口に 

立つことができた感慨を、胸に熱く刻んで、 

21世紀へとさらなる躍進を目指したい。 

昭和26年11月に創立された当会は、多くの 

試練を経て昭和56年3月、ビッグ競走「第16 

回鳳風賞競走」を盛大に開催して創立30周年 

を記念、幼年期から青年期へと脱皮したo 

しかし、この時期を境に売上は低i、し、オ 

イルショックという社会清勢も重なって、 1 

日平均売上が68％までも落ち込む状況とな 

る o 

しかしながら、昭和58年からは倉敷市営開 

催日数が年間12日増加、また、昭和61年から 

は備南競艇事業組合営に、新たに3町加入で 

年間12日増加と、売上低下の時期としては有 

り難い“支援”があって、総売上金額低下を 

幾らかやわらげたo 

そして、やがてくる「瀬戸大橋時代」へ向 

け、諸々の基礎固めに関係者一丸となって懸 

命に励んだのであった。 

この間、昭和62年5月には第3期スタンド 

棟を完成させている。 

昭和63年3月、待望の瀬戸大橋が完成し、 

▲外向前売発売所 
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競走会構成員の年度別推移 

履伯～~~～些ま一 
昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 40 44 43 43 42 41 41 43 43 42 

役 員（常勤・非常勤） 15 15 15 15 15 15 15 15 15 16 

職 員（含 嘱 託） 18 18 17 20 20 21 18 19 21 21 

臨時従業員（アルバイト） 27 28 28 26 23 23 21 22 23 23 

登 録 審 判 員 13 12 11 13 12 11 11 11 11 11 

登 録 検 査 員 9 8 7 9 9 9 9 9 9 10 

歴代会長 

代 

6 

今 且 女 
本 」一K ー口 

洲脇勝太郎 

任 期 

S52年12月～H2年5月 

代 

7 

〔略 歴〕 

味野塩業組合理事長 

児島商工会議所副会頭 

冷， 且 タ 
云 .I× 一ロ 

西 山 保 

任 期 

H2年5月～現 在 

〔略 歴〕 

岡山県競走会副会長 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

イベントホーノレ 

歴代役員 

代 戸II ム 旦 々 
田リ 云ュ又ロ 任 期 

6 西 山 保 S45年5月～H2年5月 

7 三 宅 秀 男 H2年5月～現 在 

代 専務理事名 任 期 

4 白 川 重 志 S49年6月～59年10月 

5 大 上 勲 S60年1月～61年5月 

6 木 村 槌 秋 S61年5月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S57. 1 第1回競走場納涼花火大会開催 

S58. 10. 1 回の開催日数が13日より14日に変更 

S59. 3 . 

10. 

I I . 

初の場間場外発売を行う 

白川重志専務理事逝去 

対岸防波堤嵩上工事完成 

S60. 5 . 

5 . 

6 . 

1 日10レースから11レースに変更 

第3期スタンド棟建築工事着工（主審含む） 

3P ボート採用（1日にっき1レース） 

S61 . 4 . 

4 . 

7 . 

9 . 

1 回の開催日数が14日より15日に変更 

1 日11レースから12レースに変更 

第1回サマータイムレース開催 

電話投票システム導入 

S62. 5 . 

8 . 

8 . 

第3期スタンド棟建築工事完成 

整備セミナー実施 

第1回オール女子レース開催 

S63. 3 . 

3 . 

3 . 

4 . 

6 . 

~ 2. 

JR 児島駅開業 

3P ボート廃止 

第1回新鋭戦開催 

i頼戸大橋開通 

整備セミナー（プロペラ）実施 

第1回企業杯開催 

H 元．3 . 

10. 

I I . 

I I . 

児島ボート会館児島元浜建築工事着手 

児島ボート会館完成 

児島ボート会館落成披露式典開催 

高原碧山元会長逝去 

対岸オソズ確定盤完成 一,一二プJ’一J、 よへい 

西山 保氏会長に就任 

第14回コムポート大会開催 

第9回岡山県osP選手権競走開催 鷲夢」二“叫鶴舞緋 露 

H2 .5 . 

5 . 

8 . 

q 

岡山県競走会 

▲児島ポート会館（岡山県競走会事務所及び選手宿舎） 
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閣広島県モータ 

確鯵舞舞鵬執舞f軸申鍬、軸轟緯応／しにとう‘“呼与い、、「こ・ザ“ 

"'y 一w‘一●ぐJ~Y “・、ゲー’"”・一●‘~一 ,ー、’"J、ー“~，ー”~‘‘ー、・~~，A ，、 
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,．‘ム、 ‘井．‘岳‘二で“パどンf,，・，ぶ，“,ぐ’ 

若いパワーで“新生競走会”スタート 

広島県競走会 

のアナウンサーによる場内実況放送を実施。 

場内の雰囲気を盛り上げ、ファンに「楽しく 

満足のいくレース」を提供できるよう、配慮 

している。 

しかし、競走会と施行組合との運営上の意 

見の食い違いから、昭和58年9月に「1ケ月 

間の休催」。従業員との労使問題で昭和61年4 

月27日、同5月31日といずれも優勝戦を中止 

するなど、ファンには多大の迷惑をかけても 

いる。 

現在、広島県競走会は、役職員とも若い世 

代で占められており、研修旅行も、昭和61年 

香港、63年シンガポール、平成2年グアムと 

広く海外に目を向け、国際的な視野を養うな 

ど、新生競走会としてのスタートを切ったと 

ころである。 

当会では、昭和54年度の1日平均売上 

370,646,900円をピークに、その後は下降を続 

け、3.5億円以上を売上げたのは昭和55年と57 

年度のみ、昭和59年からは1日平均が3億円 

を割ってしまう。 

また、入場人員も昭和52年の1日平均9,478 

人から減少し続けていた。 

しかしその間、タイトル競走以上のレース 

では各種イベントを企画実施し、昭和58年か 

らは、ボートレースを紹介するテレビ番組も 

制作するなど、広報・宣伝面の充実を図り、 

フアン招致に努力。平成元年には、第3回競 

艇広告大賞も受賞した。 

また、昭和59年からは夏休みの時期、非開 

催時に、近隣の住民を対象にボートレース場 

への理解を深めてもらうとの目的で、「宮島サ 

マーカーニバル」を実施、毎年多数の来場者 

喜1」‘競欝, 

▲外向前売発売所 

を得ている。 

平成2年3月、 2年3 ケ月の工期を経て、 

入場門および中央スタンド棟が完成o 日本経 

済の好況情勢とも合わせ、ようやく売上の減 

少傾向に歯止めがかかる。平成2年度は、 1 

日平均売上3.5億円になる見通しとなっている。 

平成元年5月に岩田富士夫元会長から岩田 

幸雄現名誉会長へと会長職が移り、平成2年 

5月岩田行史現会長へと引き継がれていく中 

で、当会は一貫して売上向上への努力を施行 

組合へ働きかけた。そして昭和60年には、低 

迷し続ける売上に活をいれるべく、場外舟券 

売場設置に積極的に取り組み、専従の職員2 

名を配置した。 

フアンサービスとしては、平成元年、プロ 

事務局長 
T ー“ 書ぐg’電窪”に鷺ぐ；Ig噂資ユ・桧ぐこIきごニ，誉ご賞賞どg”』’tlーい 
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競走会構成員の年度別推移 

屍～ぐ遮～ 日召 禾日 平 成 
56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 33 34 34 34 35 36 37 38 38 37 

役 員（常勤・非常勤） 10 12 11 12 12 12 12 11 8 9 

職 員（含 嘱 託） 20 20 22 23 23 23 23 24 23 26 

臨時従業員（アルバイト） 17 23 22 21 21 19 14 13 17 15 

登 録 審 判 員 12 12 11 14 14 14 14 14 15 16 

登 録 検 査 員 11 11 11 14 14 14 14 14 15 16 

歴代会長 

岩田富士夫 

岩田行史 

s51年6月～Hl年5月 

〔略 歴〕 

開ピノカ取締役社長 

競走会常務理事歴任 

〔略 歴〕 

（株）永和取締役社長 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

Hl年5月～2年5月 

〔略 歴〕 

外務省嘱託 

海軍省嘱託 

競走会会長就任 

歴代役員 

代 戸II ム 月 々 
田リ 本 球 ロ 任 期 

7 前 田 正 之 S57年5月～Hl年7月 

代 専務理事名 任 期 

3 岩 田 行 史 S51年6月～Hl年5月 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S 56. 3号賞金 

S57. 4 . 

2. 

創立30周年記念式典 

第1支払所竣工 

3号賞金 

S58. 8 . 2 
I  

9 

I 0 . 8 

家族レクリエーション実施（清魚荘） 

1 ケ月休催（施行組合関係で） 

ボート節間持切制採用 

S59. I . 3 

2 .9 -,~4 

4 . 

8 .14 

9 .29 

10. I ~2 

10.12 

10 .30 

1 1 .23 

200m標識板設置 

3号賞金 

第27回中国地区選手権競走 

番組編成委員を競走会より2名 

宮島水中花火大会で競走場及び駐車場を開放 

判定用VTR交換 

現地合同調査 

全日本選手権、地元半田選手優勝 

出走表を大きくしスタートタイミング記入 

全面機械化発売（オールシングルュニットシステム） 

S60. 5 .19 

5 .23'-'28 

6 .7 

7 . 

8 .4 

9 .21 

10. 5 

フアン懇談会（ペアボート試乗会） 

施設改善記念競走開催 

待機中エンスト回り直しルール改正 

場外担当2名 

第1回サマーカーニノぐノレ 

第1回広島県ダービー開催 

台風20号接近のためレース中止 

S61 . 4 . I 

4 .30 

5 . 

7 .9 

7 .20 

9 . 

9 .25 

10. 3 

選手食堂業務を業者に委託 

中・四国競艇関係者武道大会（大野町体育館）' 

海外旅行（香港） 

大里局長逝去 

第2回サマーカーニノぐノレ 

電話投票開始（加入者1,410名） 

モーター個室管理実施 

現地合同調査 

S62. I .23 新整備方式採用 

広島県競走会 

引6 317 



”畿桑 舞ミ43ミ’4審J 曹二＃・魯ミ・二語叫豆 
事番上 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S62. 6 . 

8 .9 

4Jmポール・空中線設置 

第3回サマーカーニバル（ゴムボート試乗会） 

S63. 4 .27 
2 

5 .31 

5 .2 

6 . 

8 .22 

~ 2. 

12.25 

年齢問題で1日休催 

選手持ちプロペラ公表 

海外旅行（シンガポール） 

第4 回サマーカーニノぐノレ 

中央スタンド棟5階部分完成、水上施設移動 

本番ピットを第1より第3に移動 

S64. I . 7 昭和天皇崩御、 7 .8日レース中止 

h :'i:.5 . 

6 . 

7 . 

7 .30 

8 .2 

9 . 1 

岩田幸雄会長就任 

プロのアナウンサーによる実況放送開始 

前田副会長逝去 

第5回サマーカーニノぐノレ 

消波装置設置（第2マーク 130mブイ間） 

新番組編成支援システム導入 

H 2 . 3 .15 

3 . I7--'28 

4 . I9'--'24 

5 . 

I I . 

I I . 

中央スタンド棟完成 

新スタンドオープン記念レース開催 

施設改善記念レース開催 

岩田行史氏会長就任 

海外旅行（グアム） 

一括方式実施 

ソーノー／ーン ノー4 
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過去より学び、未来の展望を図る 

業界30年の節目であった昭和56年。以来今 

日までの当会の歩みを顧みると、まさに今昔 

の感がある。 

山口県モーターボート競走会は、昭和56年 

度、第17回鳳風賞競走を下関競走場において 

開催した関係で、年間売上は従来どおり上昇 

した。しかしながら入場人員は、昭和48年の 

オイルショック前後から下降へと転じており、 

思えば“暗い影”はそのころよりすでにしの 

び寄っていたのであった。 

翌昭和57年からは、他の公営競技同様、当 

会もかつて経験したことのない永い冬の時代 

を迎えることになる。徳山、下関両施行者と 

協力し、売上低下防止に努めるが、業界不況 

の大きな波には抗しきれなかった。 

それでも、売上不振打開策のひとつとして 

昭和58年、下関競走場において業界トップを 

切ってのサマータイムレースを開催o 当時と 

しては珍しい前夜祭を盛大に行うなど、業界 

の注目を集めるとともに好成績を納めたo 

しかし、年間を通しての売上はさらに低下 

していくo 昭和59年には徳山競走場が、前年 

飼は続き年間スタート事故防止で好成績を 

納め、売上向上に寄与するが、それでも年間 

売上の低下は止まらなかった。 

このような状況下、当会は業務運営にかつ 

てない危機感をもって臨み、運営の合理イE . 

経費の節減を図るなど、関係者一丸となって 

会の運営に取り組んだo 

昭和60年、地方では依然として売上低迷が 

続いていたが、全国的には年度の後半より歯 

止めがかかり、先の見えなかった業界の先行 

きにわずかながら光明力嶋寸してくる。当会も 

業界で初めて、モーターボート記念競走をサ 

マータイムで開催するなど、売上向上の努力 

を続けたo 

全国では昭和60年後半から低下に歯止めが 

かかりはじめた売上は、続く61年・62年でプ 

ラスに移行する。だが、下降には歯止めがか 

かったものの依然“横ばい”の状況であったo 

昭和63年になると、長い低迷からようやく 

プラスへの転換を果たす。売上の低い徳山、 

下関の2競走場の施行者と密接な連携を保ち 

ながら、一丸となって努力してきた貴重な結 

果であったo 

平成元年5月、下関競走場で開催された第 

16回笹川賞競走は、地方の競走場として初め 

て、全国で場間場外発売を実施するレースと 

しても注目を集めたが、結果は大成功o これ 

を契機に、業界の上昇気運ともあいまって、 

当会の運営は活力をとり戻したのであった。 

翌平成2年度も好成績で推移し、今日に至 

っている。 

この10年間を振り返るとき、かつて経験し 

たことのない“公営競技冬の時代”の試練が 

むしろ当会の団結を強め、将来へ向けて躍進 

できる基礎を築いたことを痛感する。 

売上が低下していく中、互いに知恵を出し 

合い協力し合ったあの時代の、目には見えな 

いチカラは必ずや、将来にかけても大いに役 

立つにちがいない。 

ひとり日本経済が好況を続けている今日、 

世界はその動向に混迷の度を加え、何時いか 

なる不測の事態が起こっても不思議はない情 

t 

勢にある。モーターボート競走業界にあって 

もこれら世界の情勢を見つめ、時代の流れを 

的確に把握していくことを忘れてはならない。 

現在、好成績で推移している当会も、法制 

▲下関競走場多目的ホール ▲下関競走場正面 

競走会構成員の年度別推移 

定40周年を迎えるに当たり改めて、ら過去より 

学び、現在を見極め、しっかりとした将来展 

望を図る」べきである、と心を新たにしてい 

る。 

履～盲一～き遮～ 
日召 禾日 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 
1 1 ~ 2 

会 員 37 37 36 35 31 33 32 34 34 

- 

34 

役 員（常勤・非常勤） 14 14 14 14 14 13 13 13 13 15 

職 員（含 嘱 託） 41 41 41 43 40 39 41 42 41 40 

臨時従業員（アルバイト） 70 71 72 67 64 64 63 59 63 63 

登 録 審 判 員 17 15 16 17 19 18 21 23 24 24 

登 録 検 査 員 16 16 17 17 18 17 19 21 21 21 

歴代会長 

代 会 長 名 

吉 田 進 

任 期 

S53年5月～現 在 
 1 

〔略 歴〕 

岡山口県競走会 

岡山口県競走会常務理事 

囲山口県競走会専務理事 

岡山口県競走会副会長 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代役員 

代 副会長名 任 期 

3 重村 荘 S60年1月～61年5月 

4 古 冨 琢 造 S61年5月～現 在 

代 専務理事名 任 期 

4 重村 荘 S51年5月～60年1月 

5 古 冨 琢 造 S60年1月～61年5月 

6 亀 井 時 男 S61年5月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

山口県競走会 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

S56. 5 . 

8 . 

下関競走場 施設改善記念競走開催 

下関競走場 少年少女ゴムボート大会 

S57. 3 . 

5 . 

6 . 

8 . 

8 . 

8 . 

I I . 

下関競走場 第17回鳳j皇＆賞競走開催 

徳山市 第9回中国四国地区競艇関係者武道大会 

徳山競走場 最高責任者連絡会議 

下関競走場 海洋少年団ゴムボート試乗会 

下関競走場 ョット及び大型ボート試乗会 

下関競走場 訪日韓国海洋少年団下関海洋少年団ゴムボート試乗会 

徳山競走場 最高責任者連絡会議 

S58. 2 . 

2 . 

3 . 

6 . 

7 . 

8 . 

8 . 

9 . 

I I . 

下関競走場 最高責任者連絡会議 

下関競走場 第26回中国地区選手権競走開催 

徳山競走場 昭和57年度徳山競走場スタート事故防止全国一位の表彰 

下関競走場 最高責任者連絡会議 

下関競走場 サマータイム特選競走開催 

下関競走場 ゴムボート試乗会 

徳山競走場 海洋スポーッ教室 

徳山競走場 最高責任者連絡会議 

下関競走場 最高責任者連絡会議 

S59. 3 . 

7 . 

8 . 

8 . 

8 . 

下関競走場 施設改善記念競走開催 

徳山競走場 最高責任者連絡協議会 

下関競走場 ゴムボート才剰従指導会 

徳山競走場 海洋スポーッ教室 

下関競走場 水上スキー教室 

S60. 2 . 

3 . 

5 . 

7 . 

7 . 

8 . 

8 . 

徳山競走場 第28回中国地区選手権競走開催 

下関競走場 最高責任者連絡協議会 

徳山競走場 モーターボート大賞競走開催 

下関競走場 ゴムボート試乗会 

徳山競走場 徳山市競走関係三者最高責任者協議会 

下関競走場 第31回モーターボート記念競走開催 

徳山競走場 海洋スポーッ教室 

S61. I . 

2 . 

5 . 

下関競走場 最高責任者連絡協議会 

下関競走場 第29回中国地区選手権競走開催 

徳山競走場 施設改善記念競走開催 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S61. 8 . 

8 . 

8 . 

12. 

徳山競走場 海洋スポーッ教室 

下関競走場 少年少女ゴムボート試乗会 

徳山競走場 徳山市競艇関係三者最高責任者協議会 

下関競走場 最高責任者連絡協議会 

S62. 6 . 

7 . 

7 . 

8 . 

10. 

徳山競走場 徳山市競艇関係最高責任者連絡協議会 

下関競走場 モーターボート大賞競走開催 

下関競走場 下関市競艇場関係最高責任者連絡協議会 

徳山競走場 海洋スポーッ教室 

下関競走場 ゴムボート試乗会 

S63. 7 . 

7 . 

8 . 

8 . 

9 . 

徳山競走場 徳山市モーターボート競走連絡協議会 

下関競走場 下関競艇場最高責任者連絡協議会 

下関競走場 ゴムボート試乗会 

徳山競走場 海洋スポーッ教室 

徳山競走場 第32回中国地区選手権競走 

H元．2 . 

5 . 

7 . 

~ 2. 

下関競走場 モーターボート大賞競走 

下関競走場 第16回笹川賞競走 

下関競走場 下関競艇場最高責任者連絡協議会 

徳山競走場 徳山競艇場最高責任者連絡協議会 

H 2 .2 . 

2 . 

下関競走場 第33回中国地区選手権競走 

徳山競走場 モーターボート大賞競走 
一篇島覇薫I 

▲下関選手宿舎 

山口県競走会 
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▲徳山選手宿舎 
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国際親善活動にも貢献 

昭和50年代からの経済不況は、徐々に公営 

競技界にも影響を及ぽしはじめ、福岡県内3 

競走場の売上下降は全国平均値をはかるに上 

回るものとなった。 

施行者の焦燥は勿論のこと、業界全体にと 

っても非常に憂慮される状態であった。 

当競走会は、この苦しい不況も、いずれは 

好景気へと転換することは歴史のしからしめ 

るところであり、したがってその期に備える 

には、いまこそ施設改善等設備投資を行うべ 

きであると、各施行者に提言した。 

当時、若松競走場はすでにスタンドの改築 

工事に入っており、昭和56年に東側スタンド 

が完成。58年に全国で初めての場間場外発売 

の他場として、併売を実施したo 

また、競技棟の全面改築に続いて、食堂も 

新しく建築した。 

芦屋競走場は、イベント広場に大屋根とス 

テージを新設したが、平成2年の現在、平成 

3年3月竣工を目標に競技棟の新築工事を進 

めている。 

福岡競走場は、施設改善の第1期としてス 

タンドにエスカレーターを取り付け、第2期 

として東側スタンド新築を計画、平成元年5 

月に新スタンドが竣工した。 

一方、競走会においては、競走運営の合理 

化を図るとともに、各部門の効率化のため、 

デジタルビュアー審判判定機と本鰹呈・整備用 

の艇速測定機の開発研究に努め、平成2年度 

より県内3場で使用を始めた。 

また当会では、海事思想の普及事業として 

アマチュアボートマン育成のため、芦屋競走 

場で毎年3回の競技会を開催している。 

青少年の育成に関しては、B&G 福岡海洋 

クラブと協力し、昭和63年からニュージーラ 

ンドにおいて、少年少女ョット教室を共催、 

またこれと併行して、指導者の技術向上講習 

会もオークランド市で行った。 

これとは別に、平成元年の天安門事件の直 

後であったが、広州市海交クラブにB&G 財 

団よりopョットを寄贈していただき、現地 

でのジュニアの指導を行った。このことは、 

事件直後の日本からの民間団体ということで 

広州政府に大歓迎を受けた。 

同年7月、福岡市博多湾で広J‘トトオークラ 

ンド・福岡ジュニア親善ョット大会の開催と 

なり、福岡市をはじめ外務省からも国際親善 

に努めたとして高く評価された。今後の開催 

については、関係国ョット連盟より大いに期 

待されているO 

また、海の記念日50周年特別記念行事に対 

しては、他の関係団体を凌ぐ多額の援助を行 

った。 

▲福岡県競走会事務所及び選手宿舎 

競走会構成員の年度別推移 

、盲伯~遮～ 
昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 I 2 

会 員 18 18 19 18 16 14 12 16 15 15 

役 員（常勤●非常勤） 16 12 12 12 13 11 10 11 11 11 

職 員（含 嘱 託） 75 75 72 75 73 80 80 82 86 92 

臨時従業員（アルバイト） 69 69 69 64 63 62 62 60 53 61 

登 録 審 判 員 22 22 23 24 27 26 26 28 33 35 

登 録 検 査 員 22 22 23 20 19 18 18 24 29 29 

歴代会長 

5 

会 長 名 

原口秀雄 

任 期 

S54年10月～61年3 

〔略 歴〕 

(t 福岡県」型自動車競走会 

会長 

石炭工業連合会理事 

7 平井義― 

代 

H2年6年～現在 

〔略 歴〕 

衆議院議員 

福岡4区より連続5期当選 

平井産業株式会社イ雄乏取締 

役 
助日本相撲協会横綱審議会 

委員 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代役員 

会 長 名 

敏 彦 

任 期 

S61年6月～H2年5 

〔略 歴〕 

(th全国モーターボート競走 

会連合会理事 

福岡工業大学理事 

代 副会長名 任 期 

5 峰 敏 彦 s55年6月～61年6月 

6 篠 崎保 慶 S61年6月～現在 

代 専務理事名 任 期 

5 篠 崎保 慶 S61年6月～現在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

福岡県競走会 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

S 56.4 .2'---

5 .5 

9 .23 

芦屋町制定90周年記念特選レース開催 

日韓親善釜山～福岡ョットレース協賛 職員が参加 

第1回笹川賞争奪スポーッ大会を二島小学校グラウンドで開催（若松） 

S57. 4 .10 

7 .3 

7 .15 

8 .9 

8 .29 

10.31 

発売窓口全面機械化（福岡） 

新競技棟竣工（福岡） 

シングルュニット機械化（芦屋） 

第28回MB 記念の特別発売が尼崎・若松競走場で発売される 

第2回笹川賞争奪スポーッ大会を二島小学校グラウンドで開催（若松） 

計算センター完成（芦屋） 

S58. I . 

4 .17 

7 .29 

10.1 1 

10 .31 

1 1 .20 

県内3場においてフアンクラブ会員募集開始 

第1回九州地区osP選手権競走開催（芦屋） 

施設改善記念競走開催（福岡） 

初の場間場外発売実施（芦屋） 

第1回全日本アマチュアモーターボート選手権大会開催（芦屋） 

笹川賞争奪スポーッ大会を二島小学校グラウンドで開催（若松） 

S59. I .I3'-' 

I .21 

2 .20 

10.13 

10.15 

'84オールジャパンフラワーカップ開催（芦屋） 

福岡県内公営競技場暴力団追放宣言 

外向け早朝発売開始（福岡） 

第1回オールランナー選手権開催（芦屋） 

ドライビングナイトシアターを駐車場で1手う （芦屋） 

S60. 3 .14 

4 .7 

10. 

10.15 

10.24 

~ 0 .30 

電光総合表示板完成（福岡） 

人間ロケット発射（福岡） 

競走水面拡張（福岡） 

エスカレーター設置（福岡） 

第32回全日本選手権開催（福岡） 

電光表示板改築工事完成（芦屋） 

S61. 6 . 

7 .20 

7 .28 

7 .31 

10.16 

会長に峰 敏彦氏就任 

実況TVのシステム化（芦屋） 

競技部内監視カメラ設置（芦屋） 

第32回モーターボート記念競走開催（芦屋） 

第2回全日本ランナー選手権競走開始（芦屋） 

S62. 9 .14 

1 1 .20 

電話投票システム稼働開始（福岡） 

場内テレビ多元化（福岡） 

S63. 3 .15 

4 .29 

場内広場大屋根完成（芦屋） 

前日発売開始（福岡） 

年 表 

年 月 日 

S63. 6 . 7 

7 .21 

7 . 

8 .10 

9 . 1 

10.14 

1 1 .24 

12. 

笹川陽平副会長講演会（若松市民会館） 

笹川陽平副会長講演会（ガーデンパレス） 

B &G 財団の協力により広J‘トI市珠江航海クラブにopョット二隻を寄贈 

情報提供システムを二系統化（若松） 

笹川陽平副会長講演会（芦屋町民会館） 

新競技棟完成（若松） 

浮きピット・自動発艇装置新設（芦屋） 

福岡市ウオーターフロント計画で競走場をレクリエーションゾーンに指定 

S64. I . 7 第20回福岡県内選手権競走中止（昭和天皇崩御） 

H 元．2 . 

3 . 

3 .23 

5 .18 

7 . 

8 .3 

10.18 

ョット競技員研修会に職員をニュージーランドへ派遣 

駐車場拡張工事並びに植樹緑化工事完了（芦屋） 

第1回企業杯（西鉄カップ）競走開催（芦屋） 

東スタンド竣工（福岡） 

中国広J小~市珠江航海クラブでopョット教室を共催 

第35回モーターボート記念競走開催（福岡） 

福岡都市圏競艇等事業組合初開催 

H 2 . 1 .7 

I .15 

2 .27 

5 

6 . 

6 .29 

6 

a 
J . 

10.30 

1 1 .20 

12. 

サンデーレデイースサービスを開始（開催中の日曜日）芦屋 

第2回企業杯（西鉄カップ）競走開始（芦屋） 

第2回全日本ランナー王座決定戦競走開催（芦屋） 

場内ミニ薬局オープン（福岡） 

会長に平井義一氏就任 

新競技棟改築工事着工（芦屋） 

競技進行一括方式採用（若松）（芦屋） 

国民体育大会に協賛 ョット競技役員として職員を派遣 

JT キャビン企業杯競走開催（福岡） 

施設改善競走開催（福岡） 

競技進行一括方式採用（福岡） 

鷺こcl)I0年間に実施した主な啓蒙普及事業並びに競走場開放行事回数 

博多港祭り花火大会（福岡競走場）毎年5月4 日 船舶模型工作コンクール 1回 

芦屋ビックカーニバル 5 FMK 会長杯争奪ョット大会 11回 

少年少女ゴムボート大会 15回 アマチュアモーターボート大会（OSP ) 21回 

模型動力船競技会 4回 親と子のョット教室オークランド共催 3回 

福岡県競走会 
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選手宿舎波懸（若松、芦屋） 

麟麟鍵参機灘響療舞醸縄讐 

イベントホール 

▲若松競走場全景 

ボート競走会 

ご令~ 

三 ,,；」ミ、、畿」 

、J。“ニs,；嘘撫I3I；と、、／、帝 ” 

翼』トJ”で 二 ，y苫,:xヤ，班‘‘裏i●●●・ 

▲唐津競走場全景 

組合開催による収益の均てん化を推進 

~ 

昭和50年3月13日、新レース場に移転初開 

催。これを契機に、唐津競走場は次々と売上 

を更新し、活力あるレース場として各地から 

注目された。 

天井知らずに伸び続けた売上であったが、 

2号賞金基準レース場となった昭和56年をひ 

とつの機として、その後は、売上・入場人員 

とも減少傾向に向かう。 

時局を危倶した当会幹部は、公営競技収益 

金の均てん化施策推進について、必至の努力 

を重ねた。 

その結果、関係官庁はじめ諸団体のご尽力 

もあって、昭和57年2月3日、東松浦九ケ町 

村による組合開催が認可された。 

この組合開催の実施によって、昭和57年度 

売上は、対前年度比6.4％の増となった。だ 

が、翌58年度は、筑肥線電化開通に僅かの期 

待をかけたものの、ここを境に、歯止めのき 

かない下降線をたどるのである。 

' "1 事 務 局 組 織 図 
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このような非常事態の中で当会は、経費節 

減に努め、自らを厳しく律し、競技運営に当 

たるが、これら経営努力をはるかに上回る構 

造不況に坤吟の思いで対処する日々が続くo 

その間、業界は、電話投票・場間場外発売・ 

各種法改正等、多項目にわたる施策を矢継ぎ 

早に打ち出し、その実施に向けて活発な動き 

をみせる。 

昭和61年を迎えると、各種施策の実施に伴 

う相乗効果も手伝って、低迷し続けた売上に 

も徐々に回復の兆しが現れてくる。同時に、 

地方型、都市型の二極化現象が進行して、地 

競走会構成員の年度別推移 

区別売上格差が生じるようになる。 

都市の景気が本格的に地方へ波及するのは 

2年後、昭和63年度からである。 

この景気の波及によって、平成元年・平成 

2年上半期は、昭和50年から昭和55年の唐津 

黄金時代に次ぐ売上実績を確保しつつあるが 

「ここカ油幸」という認識もあり、さらに各種 

施策に対する積極的な対応が急がれる。 

佐賀県モーターボート競走会は、先人の残 

した知恵と伝統を守り、一致団結して新たな 

挑戦に意欲を燃やし、今後の生き残りにかけ 

て険しい茨の道を乗り越えようとしている。 

屍～~～き～曹一 
昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 96 97 95 94 83 79 72 67 63 64 

役 員（常勤●非常勤） 10 11 11 12 12 13 13 13 13 17 

職 員（含 嘱 託） 29 31 28 26 24 23 25 24 23 21 

臨時従業員（アルバイト） 26 20 21 19 20 20 20 21 19 19 

登 録 審 判 員 12 12 11 13 14 13 12 14 12 15 

登 録 検 査 員 9 7 6 8 9 9 8 10 10 11 

歴代会長 

代 

2 

ム， 旦 ク 
本 J又 ロ 

金子勝 商 

任 期 

S32年12月～現 在 

佐賀県競走会 

年 表 

年 月 日 事 柄 

S56. 5 .16 

9 .2 

創立30周年記念式典挙行 

第17回競艇関係者武道大会（剣道の部初優勝） 

S57. 2 . 3 

4 .23 

I I . I 

I I .30 

東松浦9ケ田升寸組合開催認可 

東松浦競艇組合初開催 

唐津フアンクラブ結成 

競走水面藻異常発生（草魚3,500匹を放流） 

S58. 3 .22 筑肥線電化開通 

S59. 4 .12 

5 .30 

早朝前売外向発売 

スタート練習フアン公表（テレビモニター） 

S60. 4 . 9 モーターボート大賞競走実施 

S61. 9 .5 12レース制の完全導入 

S62. I .23 

9 .24 

新整備方式の実施 

整備セミナー実施 

S63. 12.16 新コンピュータシステム稼働 

S64. I . 7 天皇陛下崩御（自粛のため開催日程を変更） 

H 元．3 」3 

4 .19 

5 . 1 

6 .16 

12.19 

写真機故障（第8レース中止） 

新審判操作卓の設置 

選手持ちプロペラ制度の実施 

施設改善記念特別競走の実施 

自動発艇装置使用開始 

H 2 . 1 . 1 

6 .15 

1 1 .6 

からくり時計除幕式  ，ーーーー讐讐讐ど災難扇 
~1 驚ー一二一一誉霊ジ 議1響 

モーターボート大賞競走の実施 k議罵舞， ，響を言糾ー 

一括方式の実施 難鷲舞鳶轟緯 

▲佐賀県競走会事務所 ▲ピット全景 

歴代役員 

代 副会長名 任 期 

4 瀬筒 高 雄 S57年5月～現 在 

代 専務理事名 任 期 

4 谷 口 武 彦 S57年5月～現 在 

※昭禾U56年1月～平成2年12月1日現在 
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(i'長崎県モーターボート競走会 

事 務 局 組 織 図 

事 務 局 
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寺寺 
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務 

課 

（平成2年12月現在） 

創立以来の苦難時代を 

乗り越えて 
昭和54年は1日平均1億8,400万円を記録 

するなど順調に伸びていた売上が、オイルシ 

ョックの影響で翌55年から、急激に減少。昭 

和60年には、最低の1億4,000万円にまで落ち 

込んでしまう。 

こうした状況の中で当会は、予算執行に当 

たっては、徹底した経費節減を図った0 

しかしそのために、役員の給与引き下げや 

職員の待遇改善の遅れ等による役員人事の間 

題、職員組合との労使関係の対立など、幾多 

の問題が山積する結果となった。 

当会にとって、売上減少時代はまた「内部 

体制の確立」が叫ばれる時代でもあったので 

ある。 

特に組合問題は、競走会と組合との意見の 

相違から、多年にわたって紛争したが、昭和 

62年3月、不当労働行為で、長崎県地方労働 

委員会への救済申立と、1,420万円の損害賠償 

を求める訴えを、長崎地裁大村支部に起こし 

たことから、対立はますます激化していった。 

この間、当時の馬場会長ならびに小林常務 

競走会構成員の年度別推移 

が、病気で辞任。後任の役員選任はもめ混迷 

したが、坪内会長就任によって解決し、組合 

問題も同年12月、組合側が提出した和解案 

と、役員会案と、相互に理解し円満に解決した。 

以後、売上も順調に上昇し、関係者の協力 

による堅実な歩みで、今日に至っている。 

辰～肩~遮～ 
昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 106 101 95 86 83 79 75 71 64 60 

役 員（常勤・非常勤） 18 17 17 17 16 16 16 16 14 17 

職 員（含 嘱 託） 24 22 22 22 21 21 21 22 21 22 

臨時従業員（アルバイト） 31 31 34 35 32 32 32 32 33 30 

登 録 審 判 員 10 9 8 8 8 8 9 9 10 10 

登 録 検 査 員 8 8 8 8 8 8 8 8 10 10 

歴代会長 

代 会 長 名 任 期 代 会 長 名 任 期 

6 馬 場 政 吉 S46年11月～62年5月 7 坪 内 八 郎 S62年5月～現 在 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代役員 

代 副会長名 任 期 

12 大久保勘吉 S55年6月～59年5月 

13 福 井義 美 S59年6月～61年5月 

14 中 村鶴 夫 S62年6月～現 在 

〔略 歴〕 

元衆議院議員、同j騨前委員 

会理事、競走法提案者代表 

として法成立に貢献長崎県 

競走会発起人代表として全 

国第1号の競走会設立、 

初代会長 

代 専務理事名 任 期 

12 飯盛丈太郎 S55年6月～59年5月 

13 蓮本末 男 S59年6月～現 在 

※昭禾fl56年1月～平成2年12月1日現在 

長崎県競走会 
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年 表 

年 月 日 事 柄 

S56. 2 .19 

8 .18 

8 .24 

第27回九州地区選手権競走開催 

競走会創立30周年記念式典を行う （通常総会にて） 

花田竜美選手大村競走場で競走中殉職 

S57. 4 . 8 

4 .26 

7 .23 

7 フ4 

12.25 

第1回競艇祭特別競走を開催 

孝養の像除幕式（笹川会長・笹川副会長来場） 

長崎大水害発生 大村競艇1節間中止 

笹川会長へリコプターで災害見舞に来崎 

フアンクラブ会員募集開始 

S58. 5 .19 競走場従事員組合ストによりレース中止 

S59. I . 2 

4 .18 

5 .1 1 

1 1 .23 

前日レースのVTRの放映開始 

九外け也区競艇関係者武道大会 

早朝外向前売発売開始 

昭和48年以来、10年ぶり12レース制の復活 

S60. 6 .14 ペアーボート試乗会実施の開始 

S61. 3 .20 

4 . 1 

6 .5 

7 .19 

10.23 

12.30 

30年ぶりのオール女子レース復活 

大村ボートを守る会を結成（ボート関係者OBにより） 

周回誤認の疑いによる騒擾事件発生（機動隊出動） 

サマータイムレース実施 

モーターボート大賞競走を開催 

スタートタイミング・展示タイム等の場内テレビ放映を開始 

S62. 3 . 

3 .24 

4 .3 

5 .17 

8 . 1 

1 1 .26 

~ 2. 

12.20 

競走会職員組合、長崎県労働委員会へ救済申立を起す 

競走会職員組合、長崎地裁大村支部に損害賠償を求める訴えを起す 

第2回競艇祭競走開始 

全面機械化施設改善工事に着手 

第1回海の祭典’87「よみがえれ大木唄湾」実施 

機械化導入記念杯争奪戦を開催 

競走会職員組合と競走会和解の成立 

第2回賞金王決定戦競走場間場外発売実施 

S63. 2 .19 

4 .4 

5 .25 

6 . 1 

6 .28 

7 .1 1 

第1回長崎県競走会会長杯争奪戦を開催 

周年レースにおいて地元選手（石橋選手）のプロペラ不正事件発覚 

施設改善記念競走を開催 

連合会、競走会連名で石橋選手を告発（大村警察署） 

石橋選手逮捕 

プロペラ不正事件で国光、蒲原、江川選手逮捕 

年 表 

S63. 7 .29 

7 .30 

I I .30 

H 2 . 2 .17 

4 .23 

6 .5 

7 .31 

8 .8 

1 1 .21 

事 

「第2回海の祭典’88」実施 

サマータイムレース実施 

笹川陽平副会長「モーターボート競走の現況と展望」講演会 

電話投票による発売開始 

電話投票による場間場外発売実施 

九州初の大型ディスプレイ看板設置 

第3回海の祭典’89 

大村市内幹線道路整備促進期成会総決起大会 

モーターボート大賞競走を開催 

長崎県モーターボート競走会会長杯競走の開催 

第17回九州地区競艇関係者武道大会 

笹川会長来場ファンにあいさつ 

第4回海の祭典’90 

ロイヤルスタンド起工式 

▲外向前売発売所 ▲長崎県競走会事務所 

スタート練習展示一括方式採用 

ージ ‘ーゲノY毎吋’簾 

~, 
γ1護にと了霧義I6i 

長崎県競走会 
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ターボート競走会 
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、 ー ー コ~ 

競走会構成員の年度別推移 

醗き遮～ 
昭 和 平 成 

56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 

会 員 25 32 32 30 30 20 20 21 21 20 

役 員（常勤●非常勤） 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

歴代会長 

代 会 長 名 任 期 

4 鈴木 彰 S54年4月～現 在 

〔略 歴〕 

中央大学畔業 

千葉県競走会入会 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 

歴代会長 

代 冷, 長． タ 
本 山× '’口 任 期 

初 椎 名 正 S29年7月～現 在 

ボート競走会 
歴代役員 

代 石II ム，旦 タ 
田リ 本 工又 ロ 任 期 

椎名 康 夫 

※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 
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※昭和56年1月～平成2年12月1日現在 
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